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2 『労働新聞』2018 年 6 月 13 日付。 















2011 年 12 月 19 日、北朝鮮において「偉大な領導者」とされる金正日（キム・ジョンイ




















                                                   
4 『政治辞典』平壌・社会科学出版社、1973 年、211-216 頁。 




















































                                                   
7 「指導思想」ウリミンジョクキリ http://www.uriminzokkiri.com、2018 年 8 月 16 日最終ア
クセス。 
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の革命活動略歴』平壌・朝鮮労働党出版社、1981 年、18-22 頁。また、主体思想という名称が
初めて語られたのは、最高人民会議第四期第一次会議（1967 年 12 月）での金日成の演説であ
る。『労働新聞』1967 年 12 月 17 日付。 
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領制の形成と変容―金日成、金正日から金正恩へ』明石書店、2014 年（本書は 1992 年刊行書
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第 1節 北部朝鮮地域における金日成の党権の形成過程 





























 1945年 10月 8日から 10日にかけて、平壌において「五道人民委員会連合会議」が開催
                                                   
49 カイロ宣言、ヤルタ会談に関しては、神谷不二（編集代表）『朝鮮問題戦後資料（第一巻）』
日本国際問題研究所、1976年、162-164 頁及び 243頁を参照。 



































 「五道人民委員会連合会議」が開催される直前の 10月 5日、北部朝鮮では独自の共産党
組織を創設するための予備会合が催された。この予備会合で金日成は、ソウルの朝鮮共産
                                                   
52 和田春樹『金日成と満州抗日戦争』平凡社、1992年 3月、343 頁。 
53 韓載徳「金日成将軍凱旋記―輝かしい『革命家の家』を訪ねて―」『文化戦線』創刊号、84頁。 
54 カン・イミョク『金日成同志による朝鮮共産党の創建』朝鮮労働党出版社、1961 年、34 頁。 






































旗の下で―」『正しい路線のために』ソウル・ウリ文化社、1945年 11月 7日、61 頁。 
58 同上、60頁。 
























第 2節 統一戦線、共産党組織の糾合と朝鮮労働党の成立過程 
 1945年 12月 28日、連合国による信託統治構想の具体的内容を協議する「モスクワ三国
外相会議」が開催された。そこでは、朝鮮半島において 5年を期限とする信託統治と、臨
時朝鮮政府の樹立のために米ソ両軍を代表とする合同委員会を組織し、委員会は朝鮮の民












61 前掲、『北朝鮮―遊撃隊国家の現在』67頁。なお、1945年 12月 8-10 日に開催された全国農
民組合総連盟結成大会における平安北道代表金昌俊（キム・チャンジュン）の報告からも 3・7
制実施に対する反発があったことが分かる。 




































                                                   
63 前掲、『朝鮮問題戦後資料（第一巻）』250 頁。 
64 前掲、『北朝鮮における社会主義体制の成立 1945‐1961』139頁。 





































                                                   
66 前掲、『北朝鮮―遊撃隊国家の現在』69頁。 


































                                                   
69 前掲、『北朝鮮における社会主義体制の成立 1945‐1961』184頁。 
70 同上、193頁。 









































                                                   
73 許可誼「労働党に唯一党証を授与するについて」『勤労者』1946年 11 月、59-66 頁。 
74 前掲、『北朝鮮―遊撃隊国家の現在』78頁。 





































                                                   
77 『朝鮮労働党歴史』平壌・朝鮮労働党出版社、1991年、258頁。 







































                                                   



































                                                   
82 「党の成長について―党中央政治委員会第 100 次会議決定書 1951.10.9」『決定集
1947.8-1953.7党中央組織委員会』24-27頁。 
















第 4節 北朝鮮の社会主義体制と金日成による政治権力の確立過程 






















                                                   
85 前掲、『北朝鮮における社会主義体制の成立 1945‐1961』433頁。 
86 党中央委員会第六次全員会議で改編された内容については、『朝鮮中央年鑑（1953年版）』朝
鮮通信社、1954年、385 頁を参照。また、前掲、『朝鮮労働党研究』258頁にも掲載されている。 































                                                   
88 金日成は、1953年 11 月 12 日から 26日にかけてほぼ 2週間中国を訪問した。ソ連が北朝鮮の
農業集団化を望ましく思っていなかった状況下で、毛沢東のこれに対する支持は北朝鮮にとって
重要な国際的担保であった。なお、朴昌玉「1954-1956 年朝鮮民主主義人民共和国人民経済復旧
発展 3ヵ年計画に関する報告」『勤労者』1954年 5月 25 日によれば、「共和国にはすでに、1 万
2 千戸の農家を統合させた約 800ヵ所の農業協同組合がある」という。 
89 前掲、『1946～1960朝鮮民主主義人民共和国国民経済発展統計集』59 頁。 

































                                                   





『金日成選集 第 4 巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1954 年、1-26 頁。 
93 「金烈の反党的宗派行為について―12月全員会議の決定書 1955年 12月 2-3日」『決定集 1955
年度全員会議、政治-常務委員会』57-59頁。 






































                                                   
95 金日成「思想事業での教条主義と形式主義を退治し、主体を確立することについて―党宣伝
煽動幹部たちの前で行った演説（1955年 12 月 28日）」前掲、『金日成選集 第 4 巻』326-336頁。 


































                                                   
97 金日成「我が人民軍隊は労働階級の軍隊、革命の軍隊である。階級的政治教養事業をさらに
強化すべきである」『金日成著作集 第 17 巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1982年、99頁。 
98 金日成「ソ連を先頭とした社会主義陣営の偉大な統一と国際共産主義運動の新しい段階―モ
スクワ会議に参加した党及び政府代表団の事業に関する朝鮮労働党中央委員会拡大全員会議で
の報告」『金日成選集 第 5巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1960 年、216-249 頁。 






















済指導体系の改編とともに、農村では青山里精神・方式（1960 年 2 月～）として、工業で
は大安の事業体系（1961年 12月～）として数年の時間をかけて実現されていった。 
 以上のようなプロセスを経て、1961年 9月 11日から 18日にかけて、党第四次大会が開
催された。この大会で金日成は、第一次五か年計画の短縮及び超過達成による経済成長を
誇らしく総括するとともに、党内権力の安定した状況を誇示した。実際、この大会で選出




                                                   
100 金日成「朝鮮人民軍は抗日武装闘争の継承者である―朝鮮人民軍第 324軍部隊将官らの前で




1958年 8 月、農業協同化が 100%に達して完了した。 
102 「社説 すべてを 12月拡大全員会議決定の貫徹へ」『労働新聞』1959年 12月 7 日付。 
103 金日成「社会主義経済建設における当面のいくつかの課業―朝鮮労働党中央委員会全員会議








































                                                   
105 『労働新聞』1962年 10月 11 日付。 
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第 2章 「主体」の萌芽 







































































                                                   
109 前掲、「金正恩体制の政治思想」38-39 頁。 
110 朝鮮民主主義人民共和国社会科学院哲学研究所『哲学事典』平壌・社会科学出版社、1970年、
479-481頁。 
111 『大衆政治用語事典』平壌・朝鮮労働党出版社、1957 年、249頁。 






































































2014年 4月 29日付など。 
123 金素月『金素月詩集』ソウル・ハソ、2006年。 
124 「チョプドンセ（ほととぎす）」の内容は以下の通りである。「チョプドン／チョプドン／九
つチョプドン／津頭江 カラム町で暮らしていた姉は／津頭江 村の前に／来て 泣いていま
す／……九人もいた弟たちを／死んでも忘れられなくて どうしても忘れられなくて／夜三更 
















































1924年 11月 24 日付、『白雉』第 2 号、1928年 7 月、54-55 頁。 
132 以下は、「奪われた野にも春は来るか」の一部である。「足を引きずりながら一日を歩く／お
そらく興に乗っただろう／しかし今は野を奪われ春さえ奪われるだろう」李相和「奪われた野に
も春は来るか」『韓国代表詩人 100 人選集 3』未来社、2003年、121 頁。 
133 以下は「青葡萄」の一部である。「私が願うお客様は疲れた身で／青袍を着て尋ねてくるとし
／私は彼を迎えてこの葡萄を摘み取りに／両手はびっしょり濡れても良い」李陸史「青葡萄」『韓


































                                                   















































































































                                                   
139 安壽吉「北間島」『韓国代表文学選集』第 7巻、ソウル・三中堂、1967年。 





月 18 日、18 頁、『民主主義と朝鮮建設』朝鮮共産党中央委員会宣伝部、1946年 3月 10 日、22
頁、『北韓関係資料集 13』国史編纂委員会、1992 年、56 頁、黄ビョンチョル「『一つ』、昨日と
今日」『統一文学』統一文学出版社、2008 年、315頁、「北朝鮮労働党創立大会会議録第二次全党





































































































































第 3節 金日成の革命経験と主体 




















                                                   
142 この出生年月日は、北朝鮮が公式に認定しているものである。北朝鮮は金日成の死後、1997













































                                                   
150 前掲、『金日成と満州抗日戦争』29 頁。 
151 同上。 
152 現在の北朝鮮では、1924年に逮捕され、13年間余り獄中生活を送ったとされている。『百科
全書』第一巻、平壌・科学百科事典出版社、1982 年、147-148頁。彼が 1920 年に満州にいたこ
とは、金正明編『朝鮮独立運動』二、原書房、1967年、995 頁を参照。 
153 注 150に同じ。 
154 注 142に同じ。 
155 前掲、『回顧録（1-2）』136 頁。 
156 辛珠柏「青年金日成の行動と世界観の変化―1920年代の後半から 31年まで」『思想』第 912
































                                                   
159 前掲、『北朝鮮―遊撃隊国家の現在』27頁。 







































                                                   
171 同上 176頁。 
172 キム・イルソン略伝編集委員会『キム・イルソン略伝』発行所不明、1972 年、22-26 頁。 
173 同上、27頁。 
174 前掲、『北朝鮮遊撃隊国家の現在』26頁。 














































183 前掲、「青年金日成の行動と世界観の変化」117頁。  
184 前掲、『回顧録（1－3）』、211頁、222 頁。 



































                                                   
188 前掲、『回顧録（1－3）』、222‐235 頁。 
189 『新華文摘』1984 年第 8期、197-199 頁。なお、前掲、『北朝鮮遊撃隊国家の現在』28 頁か
らの再引用である。 








1931 年 9 月に満州事変が引き起こされると、金日成は 1932 年春頃に、安図で「救国軍」
于司令部隊の別働隊として「朝鮮人武装隊」を組織した196。これが金日成の率いる最初の部

















































第 4節 解放後の金日成の政治活動と主体 
（１）解放直後の北部朝鮮の状況と金日成の位置 


















                                                   
204 『朝鮮中央通信』平壌・朝鮮中央通信社、2014年 4月 29 日付。 
205 前掲、『回顧録（1-1）』2頁。 
































 金日成は朝鮮へ帰還したのち、ほぼ 1 か月間、曺晩植をはじめとする民族主義者や国内
で活動した共産主義者ら指導者のもとを訪れるのに費やした。たが、金日成と対面した誰
もがさしたる印象を受けた様子ではなかった。解放後に、雨後の筍の如く生じた多くの政
                                                   
209 金グクフ『平壌のソ連軍政』ソウル・ハンウル、2008 年、113頁。 
210 『正しい路線のために』ソウル・わが文化社、1945年 11 月 7日、37頁。 






































                                                   
215 前掲、『金日成』107頁。 




































年 2月 8日に北朝鮮臨時人民委員会を組織し、金日成を委員長に据えた。 
しかし、この時点では未だ金日成が唯一の指導者というわけではもちろんなかった。「金













































体と政党を結成するのを妨げず、それらの活動を援助すること」。『毎日新聞』1993年 2月 26 日
付。前掲、『北朝鮮―遊撃隊国家の現在』63頁。 































                                                                                                                                                     
の報告」前掲、『党の政治路線及び党事業総括と決定党文献集（一）』4頁。 
233 前掲「北朝鮮道市郡人民委員会大会会議録①」1頁。 
234 北朝鮮労働党、姜ヨンタイ『祖国統一民主主義戦線結成大会文献集』1949 年、102頁。 
235 『金日成将軍述、民族大同団結について』、朝鮮共産党清津市出版会、1946年、10頁。 












































242 前掲、『党の政治路線及び党事業総括と決定』24 頁。 



































                                                   
246 同上。 
247 同上。 
248 同上 68 頁。 
249 呉其燮『北朝鮮人民会議第一次会議会議録』1947年 9月 10日、26頁。 



































                                                                                                                                                     
位置付けを示す一つの象徴であるだろう。教育局長張鍾稙「北朝鮮教育の当面課題」『人民』創











































                                                   











































第 3章 主体思想の形成と展開 
 
第 1 節 問題の所在 
北朝鮮はソ連軍政下で建国され、建国直後に中ソの了解と庇護を仰ぎつつ戦争を闘い、
そしてようやく一定の自己主張が可能となった対内外的政治状況の中で、「主体」を口にし





















                                                   
260 『労働新聞』1963 年 10 月 28 日付。 
261 金日成「朝鮮民主主義人民共和国における社会主義建設と南朝鮮革命について」（1965
年 4 月 14 日、インドネシア「アリ・アルハム社会科学院」での演説）『勤労者』第 8 号、
通巻 270 号、1965 年 4 月（下）、2-31 頁。 
262 『労働新聞』1967 年 12 月 17 日付。 
263 韓基壽『北韓主体思想の淵源と性格』韓国外国語大学校大学院政治外交学科博士論文、
1992 年、1 頁。 
264 2014 年 8 月 23 日に筆者が丹東市内において北朝鮮人男性に行ったインタビュー、2016
年 8 月 23 日に筆者が朝鮮社会科学院研究者に行ったインタビューに基づく。また「打倒帝

































                                                   
265 中川雅彦「金正恩体制の政治思想」中川雅彦編『国際制裁と朝鮮社会主義経済』アジア




267 前掲、『現代北韓の理解』1995 年。 
268 李・シンチョル「主体思想と黄長燁の人間中心哲学」『韓国論壇』2010 年 12 月、40-57
頁。 


































                                                   
270 金正日『主体思想について』平壌・朝鮮労働党出版社、1985 年、16 頁。 
271 主体思想研究所執筆、哲学法学図書編集部編『偉大な首領金日成同志の主体思想』平壌・
社会科学出版社、1975 年、2-37 頁。また、前掲、『北韓主体思想の淵源と性格』10 頁。 
272 金日成「朝鮮革命の進路―卞倫で開かれた共青及び反帝青年同盟の幹部会議で行った報
告」『金日成著作集 第 1 巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1979 年 4 月、１-11 頁。 


































                                                   
274 古田博司「『チュチェ哲学』の創始」小此木政夫編著『北朝鮮ハンドブック』講談社、
1997 年、223 頁。 
275 『北朝鮮労働党創立大会会議録、第二次全党大会会議録』56 頁。 
276 同上、3 頁。 
277 同上、98 頁。 


























の宣伝煽動幹部らに対する 12 月の演説となったのである。 
そこで金日成は、この演説の時宜に関して「主体を立てる時となった」と指摘している。
「時となった」というのは、言うまでもなく望んでいたことが適切なタイミングで訪れた
                                                   
279 『北朝鮮道市郡人民委員会大会』（第三日）1947 年 2 月 19 日、85 頁。 
280 朝鮮人民義勇軍本部文化宣伝部発行『祖国の統一独立と自由のために正義の戦争に総決
議しよう！』1950 年 7 月 10 日、6 頁 
281 以下の同演説からの引用は、金日成「思想事業での教条主義と形式主義を退治し、主体
を確立することについて―党宣伝煽動幹部たちの前で行った演説（1955 年 12 月 28 日）」『金
日成著作集 第 9 巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1980 年、560-585 頁。 
282 小此木政夫「社会主義革命の理論化」前掲、『北朝鮮ハンドブック』160-162 頁。 
283 金日成「すべての力を祖国の統一独立と共和国北半部における社会主義建設のために―













































































































                                                   
285 金日成「朝鮮労働党第三次大会中央委員会事業総括報告」『金日成著作集 第 15 巻』平
壌・朝鮮労働党出版社、1981 年、293 頁。 
286 同上、325 頁。 
287 前掲、「朝鮮労働党第三次大会中央委員会事業総括報告」291 頁。 
288 同上、295 頁。 
289 金日成「平安北道党団体らの課業‐平安北道党代表会での演説」『金日成著作集 第 13
巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1981 年、141 頁。 
290 黄長燁『私は歴史の真理を見た』ソウル・ハンウル、1999 年、第 57 回。 
291 金日成「我が国における社会主義的農業協同化の勝利と農業の今後の発展について―全
国農業協同組合大会で行った報告」前掲、『金日成著作集 第 13 巻』20-25 頁。 

































                                                   
293 同上。 
294 前掲、『私は歴史の真理を見た』第 61 回。 
295 同上。 
296 前掲『私は歴史の真理を見た』第 64 回。 
297 金日成『金日成著作集 第 19 巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1985 年、507 頁。 





































303 前掲、『北朝鮮ハンドブック』、185 頁。 
304 同上、198 頁。 
305 金日成「党組織事業と思想事業を改善強化するについて―朝鮮労働党中央委員会第 4 期第 3
次全員会議拡大会議での結論（1962 年 3 月 8 日）」『金日成著作集 第 16 巻』平壌・朝鮮労働党
出版社、1984 年、313 頁。 










的な路線を歩む上で必要と認識されたのである308。この背景には、1961 年 5 月の韓国にお
ける軍事政権の成立（5・16 革命）とこの政権に対する米国の支持、同年 9 月のいわゆる「金・
大平メモ」による日韓国交正常化妥結の蓋然性の高まり、そして翌年 10 月のキューバ危機
におけるソ連の威信低下による北朝鮮の危機意識の醸成であった309。 
















                                                   
307 前掲、『北朝鮮ハンドブック』206 頁。 
308 『労働新聞』1962 年 12 月 16 日付。 
309 前掲、『北朝鮮ハンドブック』208 頁。 
310 注 260 に同じ。 
311 同上。 
312 金日成「我が国における社会主義農村問題に関するテーゼ―朝鮮労働党中央委員会第四
期第八次総会での採択（1964 年 2 月 25 日）」『金日成著作集 第 18 巻』平壌・朝鮮労働党
出版社、1982 年、195-242 頁。同「祖国統一の偉業を実現するために革命勢力を極力強化
しよう―朝鮮労働党中央委員会第四期第八次総会での結語（1964 年 2 月 27 日）」同上、
246-266 頁。同「社会主義労働青年同盟の任務について―朝鮮民主青年同盟第五回大会で行
った演説（1964 年 5 月 15 日）」同上、307-334 頁。同「勤労者団体の活動を改善、強化す
78 
 
































                                                                                                                                                     
るために―朝鮮労働党中央委員会第四期第九次総会での結語（1964 年 6 月 26 日）」同上、
375-380 頁。同「指導的幹部の党性、階級性、人民性を高め、人民経済の管理運営を改善す
ることについて―朝鮮労働党中央委員会第四期第十次総会での結語（1964年 12 月 19日）」
同上、493-520 頁。 




































































における自主性も包含されることとなった。そして、国内においては、1967 年 5 月 4 日に
秘密裏に開催された党中央委員会第四期十五次全員会議で国内パルチザン系の甲山派を粛
                                                   
314 前掲、『私は歴史の真実を見た』44 頁。 
315 徐大粛『金日成―思想と政治体制』御茶の水書房、1992 年、217 頁。 
316 「自主性を擁護しよう」『労働新聞』1966 年 8 月 12 日付、51-55 頁。 
317 「現情勢と我が党の課業」『労働新聞』1966 年 10 月 6 日。福原裕二『戦後北朝鮮の対
日「自主独立外交」に関する研究』広島大学大学院国際協力研究科博士論文、2004 年 3 月、
100 頁。 
318 前掲、『北朝鮮ハンドブック』213 頁。 















南朝鮮革命（第 2 項）、党の指導による人民の革命化と労働者階級化（第 3 項）、大衆路線
（第 4 項）、自立的民族経済［社会主義的工業化政策、社会主義農村問題に関するテーゼ、
人民生活の向上、労働行政］（第 5 項）、科学技術の発展と社会主義的文化建設（第 6 項）、
国防の強化と自衛（第 7 項）、自力更生と有無相通を原則とする対外経済関係（第 8 項）、


















                                                   
320 「第四期第一六次全員会議に関する報道」『労働新聞』1967 年 7 月 4 日付。 












































第 4 節 主体思想の展開 
主体思想の具体的な展開は、まず党の唯一思想体系の中で党員を教化していく方法論と

























                                                   
322 『労働新聞』1970 年 11 月 3 日付。 
323 前掲、『北朝鮮ハンドブック』221 頁。 
324 前掲『私は歴史の真実を見た』78 回。 
325 このインタビューはのちに、「我が党の主体思想と共和国政府の対内外政策の幾つかの問題
について」との題目で活字化された（1972 年 9 月 17 日）。『金日成著作集 第 27 巻』平壌・朝
鮮労働党出版社、1986 年、268‐295 頁。 














その後、1973 年 9 月には、金正日が朝鮮労働党の組織部と宣伝煽動部の担当秘書（書記）
に任じられ、彼が主体思想の展開と理論化に大きく関わることとなった。金正日は、1974







                                                   
327 2016 年 8 月 23 日に筆者が朝鮮社会科学院研究者に行ったインタビューに基づく。 
328 前掲、『私は歴史の真実を見た』92 回。 
329 同上、第 79 回。 
330 金正日「全社会を金日成主義化するための党思想教育事業の当面する幾つかの課業につ
いて―全社会を主体思想化するための党思想事業の当面の課題を明示した談話」『金正日選
集 第 4 巻』、平壌・朝鮮労働党出版社、1987 年、1-12 頁。また、前掲、『私は歴史の真実















































http://www.koreaii.com/siryositu/mrpark/2013/p20130917.html（2018 年 8 月 24 日アク
セス）。 
332 前掲、『私は歴史の真実を見た』第 82 回。 
333 前掲、『主体思想について』9-96 頁。 
334 同上、135-165 頁。鐸木昌之「北朝鮮における主体思想の新転回―『社会政治生命体』
論を中心に」『法学研究』第 63 巻第 2 号、1990 年 2 月、239-263 頁。古田博司「忠誠と孝
誠―北朝鮮イデオロギー教化史上の二大画期点、一九六七、一九八七」『下関市立大学論集』









ることとな」る335。これより先、1985 年 5 月から 8 月にかけて、金正日の「主体思想につ
いて」の成果も踏まえつつ、社会科学院によって『偉大な主体思想叢書』（全 10 巻）が成
立し、刊行されたのはすでに述べた通りである336。 





きであろう。それ以降、金日成死去（1994 年 7 月）後、北朝鮮では「赤旗思想」、「先軍政
治」、「先軍思想」、「強盛大国」、「金日成・金正日主義」など、思想や主義主張を冠する様々
なスローガンが打ち出されてきたものの、それらは主体思想の展開ではなく、主体思想を















                                                   
335 古田博司「『社会政治的生命体』論」前掲、『北朝鮮ハンドブック』327 頁。 
336 序章第 2 節（１）及び序章の注 14 を参照。 
337 金正日「社会主義建設の歴史的教訓と我が党の総路線」『金正日選集 第 12 巻』、平壌・
朝鮮労働党出版社、1992 年、262-280 頁。 





主 体 思 想
… 狭 義 の
主体思想 
 
哲学的原理 社会歴史的原理 指導的原則 革命的理論 領導方法 
思 想 で の
主体、政治
での自主、
経 済 で の
自立、国防
で の 自 衛

































































































































































































第 4章 主体思想の朝鮮的特質 
 




























                                                   
339 金日成「新しい朝鮮建設と民族統一戦線について―各道党責任幹部ら前での演説（1945.10．
13）」『金日成著作集 第 1巻』平壌・朝鮮労働党出版社、1979 年、337頁。 
340 李新『中華民国史』第 8巻下冊、北京・中華書局、2011年、422頁。（1935年 10月 1日、中
国共産党のパリでの「抗日民族統一戦線政策の源について」『救国報』第十期に最初に掲載） 


















第 2節 毛沢東と金日成におけるマルクス・レーニン主義 
（１）毛沢東におけるマルクス・レーニン主義 
















                                                   
342 『朝鮮社会科学学術 449革命歴史版：不滅の業績』336頁「金日成選集 第 1巻」551 頁 
343 2016年 8月 22 日、筆者が朝鮮社会科学院の講義受けた内容に基づく。 
344 2017年 8月 25 日、筆者が毛沢東の生家―湖南省韶山村で行った現地調査に基づく。 



























その後、1925 年 2 月から 8 月にかけて、毛沢東は韶山で農民運動を展開し、農民夜校を創
設して、秘密裏に農民教会を組織し、中国で最初の農村基層党組織の一つである「中共韶
                                                                                                                                                     
く。 
347 Stuart R.Schram『毛沢東の思想』中国人民大学出版社、2005 年、4 頁。 





























                                                   
350 同上。 
351 同上。 
352 前掲、『金日成と満州抗日戦争』27 頁。 























出所：筆者撮影（2017年 8月 28日）。 
 
こうして、毓文中学の幾人かの同輩とともに、「秘密読書組」を組織した。この秘密読書
                                                   
355 同上、7 頁。 
356 『回顧録（1-2）』139 頁 



































                                                   
360 同上、213頁。 
361 前掲、『金日成と満州抗日戦争』44 頁。なお、「報告」は同書からの再引用である。 
362 前掲『回顧録（1－1）』217 頁。 
363 同上、218頁。 
364 金森襄『1920年代朝鮮の社会主義運動史』未来社、1985年、30 頁。 

































                                                   
366 『レーニン全集』第 2版、第 3巻、22,149,150 頁。 
367 『レーニン全集』第 2版 第 31巻、26-27頁。 
368 『マルクス―その思想の歴史的・批判的再構成』198 頁、345頁。 
369 『毛沢東選集 第 1巻』、北京・人民出版社、1961年、273 頁。 
370 同上、281頁。 
371 同上、284頁。 




その直後の 1921年 7月 23日から 31日にかけて、上海で中国共産党第一次全国代表大会
が開かれ、党の綱領が採択された。党の綱領は、「党の名称は、『中国共産党』、党の性質は、
無産階級政党、党の奮闘目標は、有産階級を打倒し、資本所有制を廃止し、無産階級専制








した思惑とは裏腹に、孫中山は 1924 年 1 月に、「聯露、聯共、農工扶助」の方式で、国民
党と共産党の合作の下で国内革命戦争を展開するとした。すでに、1923 年 6 月には、中国
共産党第三次全国代表大会で、全ての共産党員は個人名義で国民党に加入し、国民党との
革命統一戦線をなすことが確定していた375。 













南昌で武装蜂起を起こすことを決定し、8 月 1 日に周恩来を書記とする共産党の領導下で、
2万人余りの軍人が南昌で蜂起し、南昌城を占領した。南昌蜂起は共産党が国民党に対して
初めて行った武装反抗であった。中国共産党中央は、8月 7日に湖北漢口で緊急会議を開き、
                                                   
373 「中国共産党綱領（1921年中国共産党第一次全国代表大会通過）」『中国共産党歴代全国代表
大会データ庫』http://cpc.people.com.cn（2018年 8月 31 日最終アクセス）。 
374 「陳独秀の『二次革命論』再評価（2012 年 5 月 4 日『人民ネット』」『中国共産党ニュース』
http://cpc.people.com.cn（2018年 8月 31日最終アクセス）。 
375 『中共中央文献選集（1921－1925）』北京・中共中央党校出版社、1981年、128頁。 






























































クス主義中国化の基礎理論であるとし、1938 年 10 月 12-14 日には、「論新階段」を発表す









                                                   
382 『毛沢東選集 第 2巻』、北京・人民出版社、1961年、429-506頁。 
383 「毛沢東とアメリカ記者との談話」『毛沢東選集 第 4 巻』、北京・人民出版社、1960年、1193
頁。 
384 毛沢東の「陝甘寧辺区工場職工代表会議」の招待会での談話（1944年 5月 22日）。 



































さらに、1956 年 9 月 15 日から 27 日にかけて開催された中国共産党第八次全国代表大会
                                                   
389 前掲、『毛沢東選集 第 4巻』1123-1136頁。 
390 前掲、『マルクス中国化 90 周年』502 頁。 
391 同上、633頁。 
392 毛沢東「論十大関係（1956 年 4 月）」『マルクス主義中国化 90周年』633－635頁。 






































                                                   
396 前掲、『マルクス主義中国化 90 年』652頁。 
397 同上、694頁。 
398 前掲、『毛沢東選集 第 1巻』3-11 頁。 
































                                                   
400 前掲『マルクス主義中国化 90 周年』498 頁。 
401 前掲、「思想事業での教条主義と形式主義を退治し、主体を確立することについて」569 頁。 
402 前掲、『毛沢東選集 第 1巻』300頁。 
403 前掲、『北朝鮮労働党創立大会会議録第二次全党大会会議録』33頁。 
404 前掲、「思想事業での教条主義と形式主義を退治し、主体を確立することについて」561 頁。 
405 前掲、『党の政治路線及び党事業総結と決定 党文献集（一）』17 頁。 
406 同上、14頁。 
407 同上。 










































































                                                   







































                                                                                                                                                     
日、20頁。 
418 同上。 
419 前掲、『党の政治路線及び党事業総結と決定 党文献集（一）」11 頁。 



































的な様相のみが強調されることとなった。1955 年 12 月の「主体」に言及した演説の中で、
「ソ連式が良いとか中国式が良いとか言いますが、これからは我々式を作る時になったの
                                                   
423 同上、36頁。 
424 前掲、『毛沢東選集 第 1巻』290頁。 
425 『人民軍各部隊扇動員会議で陳述した金枓奉同志の演説』朝鮮人民軍総政治局、1951年、91
頁。 

































                                                   
427 前掲、「思想活動について教条主義と形式主義を一掃し、主体性を確立するために」565 頁。 
428 前掲、『人民軍各部隊扇動員会議で陳述した金枓奉同志の演説』15-16頁。 
429 金日成「朝鮮人民軍は抗日武装闘争の継承者である」『金日成著作集 第 12巻』平壌・朝鮮労
働党出版社、1981年、94頁。 





































                                                   
432 金正日「主体哲学の理解で提起されるいくつかの問題について（1974年 4月 2日）」前掲、
金正日『主体思想について』1頁。 


















































































































                                                   
440 同上。 
441 前掲、『主体的革命偉業の完成のために』9,87頁。 










































第 5章 主体思想の教化 
 
第 1節 問題の所在 




























































                                                   
443 朝鮮民主主義人民共和国社会科学院『政治用語事典』平壌・社会科学出版社、1970 年、189-190
頁。 









注記は、例えば第 1巻の第 1 分冊の場合には、『回顧録』1-1 のように略記して記載する。 













































































































   注          練習          練習          確 
   入          感謝          判断          信 



































小学校       



































１学年 2学年 3学年 4学年 
１ 偉大な首領金日成大元帥様の幼児期 １ １ １ １ 
２ 敬愛する領導者金正日将軍様の幼児期 １ １ １ １ 
３ 抗日の女性英雄金正淑お母様の幼児期 １ １ １ １ 
４ 社会主義道徳品性 １ １ １ １ 
５ 国語 ８ ８ ７ ７ 
６ 自然 ２ ２ ２ ２ 
７ 数学 ４ ４ ５ ５ 
８ 音楽 ２ ２ ２ ２ 
９ 体育 ２ ２ ２ ２ 
10 図画・工作 ２ ２ ２ ２ 
11 衛生 １ １ １ １ 
出所：宮塚利雄・宮塚寿美子『北朝鮮驚愕の教科書』文春新書、2007 年、207 頁。原出所






                                                   
459 本表及び次表は、後で述べるように、2016年 4 月に実施から実施され始めた、全般的 12年
























































出所：同上、209 頁。原注：北朝鮮教育省の課程案（1996 年 3 月）を基礎に以後、時代変












                                                   
460 金日成「社会主義教育に関するテーゼ」（朝鮮労働党中央委員会第五期第一四次全員会議での





的初等義務教育が実施され、1958 年からは全般的中等義務教育制、1967 年からは全般的 9
年制技術義務教育、1972 年からは全般的 11 年制義務教育、そして 2016 年 4 月からは全般

















第 2 章：偉大な首領金日成大元帥様が抗日武装闘争を組織領導（1931.12～1945.8）、第 3
章：偉大な首領金日成大元帥様が新たな祖国建設を組織領導（1945.8～1950.6）、第 4章：







































































                                                   
465 2011年 9月 17 日、筆者が北朝鮮で行った現地調査に基づく。 
466 前掲、『偉大な首領金日成大元帥様革命歴史』5頁。 












   
   
出所：筆者撮影（2016年 6月 17日）。 
 










1 階には抗日革命闘争時期の資料、2 階には朝鮮戦争の全過程を伝える展示がなされ、3 階


































































                                                   

















の海浜地区である松濤園に 1960 年 8 月に創設された。その名称は 1985 年 7 月 4 日に金正
日によって改名されたものであるという。その少年野営所は、幾つか改築が施されており、






                                                   
471 前掲、『哲学事典』421頁。 
472 「5大教養を主線に」『わが民族講堂』http://ournation-school.com、2018年 8 月 30日最終
アクセス。 











と鳥類生物の知識を習得するための鳥類園（17 種類 80 余羽の鳥類）、遠泳やボート漕ぎな
ど水際訓練を行うための湖、行軍や陸上スポーツを行うための運動場が併設されている。 






名ずつを 5期に分けて、1期ごとに 10日間受け入れ、4月から 10月までは 1,000名ずつを








































                                                   





































者が数度にわたり北朝鮮で行った現地調査（2015年 11 月 6 日の社会科学院、人民学習堂の門答
室、現地の案内員）の聞き取りでも確認することができた。 
478 韓国統一研究院刊「金正恩時代の北韓の教育政策、教育課程 教科書から」2015 年 
479 筆者が数度にわたり北朝鮮で行った現地調査（2015年 11 月 6日の社会科学院、人民学習堂
の門答室、現地の案内員）の聞き取りに基づく。 
































                                                   
481 本節は、拙稿（崔穎麗「朝鮮民主主義人民共和国の領導芸術性の一展開―金日成の回顧録『世
紀と共に』を素材に―」『北東アジア研究』第 25 号、2014年 3月、75-95頁）を修正・圧縮して
記述した。 















































































                                                                                                                                                     








































































































































































いことだと語っている。『回顧録』7-3、356頁。注 80 も参照。 
526 前掲、『金日成と満州抗日戦争』201 頁。 
527 同上。 
528 『回顧録』7-2、179頁。 
529 同上、180 頁。 


















た重要な教訓だ。……フィリピンとインドネシアは 300 年、アルジェリアは 130 余年、ス











































































































































































                                                   
547 同上、347 頁。 
548 同上、348 頁。 
549 同上、351 頁。 
550 たとえば、呉仲洽が率いた連隊の名を冠する「呉仲洽 7連隊称号争奪運動」は、金正日を首
班とする革命首脳部を、命を賭して死守する活動を称揚するものとして、その展開が図られてい
る。『労働新聞』2005年 1月 1日付（新年共同社説）。 
551 『回顧録』7-1、90頁。 
552 同上、103 頁。 































                                                   














































                                                   
561 同上、188 頁。 
562 同上、147-158頁。 
563 『回顧録』3－2、163 頁。 
564 同上、163 頁。 
565 同上、163-164頁。 
566 同上、314 頁。 









































































                                                   
572 同上、153-154 頁。ちなみに、金策の長男である金国泰（キム・グッテ）は、朝鮮労働党中
央委員会政治局員として金正日、金正恩体制を支えたが、2013年 12月に死去した。 




574 『回顧録』6－3 414 頁。 
















































































































                                                   
576 『十九大党章学習ハンドブック』人民出版社、2017年 11 月、6頁。 
577 前掲、「主体思想の旗を高く掲げ、社会主義建設を一層急務としよう」131頁。 






































583 監修 小此木政夫・徐大粛、責任編集 鐸木昌之・坂井隆・古田博司『資料北朝鮮研究Ⅰ政治・
思想』慶應義塾大学出版会、1998年、180 頁 
584 金正日「主体思想について―偉大な首領金日成同志誕生 70 周年記念 全国主体思想討論会に


































1960 年 2 月 5 日から 8 日にかけて、金日成は青山里の民主宣伝室で歴史的な「青山里総
会」を指導した。そこで、「青山里精神、青山里方法」を提起した。「青山里方法の基本は、
                                                   
585 前掲、「全社会を主体思想化するための人民政権の課業」。 
586 前掲、「主体農法を徹底的に貫徹させ、農業生産で新しい昂揚を起こそう」全国農業大会での
演説、1978年 1月 27日。 
















    
   
出所：筆者撮影（2016年 6月 5日）。 
 
現在、青山里には、約 2,500人の人びとが暮らしており、そのうち農民は約 1,000人で、
これらの農民は 10 の作業班に分かれている。生産事業においては、肥料 1 トンで穀物 10
トンを生産する 1:10の原則が教示とされ、それが実践されている。青山共同農場は、全国
                                                   
588 前掲、『金日成著作集 第 35 巻』294頁。 




























                                                   











   








                                                                                                                                                     
ォン、1元＝15.48ウォン）。2017年 8月 13日に筆者の指導教官が現地で確認。しかし、平壌市
内の「光復商業中心」という地元の人びとも買い物に訪れるスーパーでは、1円が 69 ウォン（1
ドル＝8,000 ウォン、1ユーロ＝9,247 ウォン、1元＝1,200ウォン）であり、75 倍ほどの格差が
ある。2018年 7月 7日に筆者の指導教官が現地で確認。このスーパーのレートを適用すると、








年 2 月に完工、同年 4 月に竣工式が行われた比較的新しい水産工場である。敷地面積は、










   















































   







































現地案内員によれば、解放直後の 1945 年 10 月 9 日に金日成が初めて現地視察に来て、









ら 40 日後の 9 月 20 日、出鋼を再開した。戦後復旧 3 か年計画（1954-56 年）時には、「重
工業の優先的復旧発展を保障しつつ、軽工業と農業を同時に発展させる基本路線」に応じ、
1956 年 11 月 15 日に千里馬大高潮を呼び起こす起点となり、1 万トン増産の任務が与えら






























鋼材生産能力はともに 60万トン、鋼種は 180種、品種は 150種の生産を挙げており、総生
159 
 



















































や製鋼加工に必要で、世界に 6 台しか存在しないという国産の 1 万トンプレス機の展示も
行っている。これらの解説では、とくに現地案内員の熱が一層高まる。 
 










































   























＜図 28＞2011年 8月に撮影した新義州の鴨緑江岸（左）、2014年 8月に撮影した同所（右） 
    









＜図 29＞2011 年 8 月に撮影した地下鉄凱旋駅近くのバス停（左）、2016 年 6 月に撮影した未来

































＜図 30＞2011年 8月に撮影した平壌駅頭（左）、2016年 6月に撮影した平壌駅頭（右） 
  




















出所：筆者撮影（2016年 8月 23日）。 
 
＜図 33＞元山市海浜地区の長徳島（左）、浜辺で炭火焼きを楽しむ人びと（右） 
   













































                                                   


















































































































































































































































































































































































































































































４．『北朝鮮道市郡人民委員会大会会議録①』発行所不明、1947年 2月 17日。 
５．『北朝鮮労働党創立大会会議録第二次全党大会会議録』平壌・北朝鮮労働党中央委員会、































1946年 3月 10日。 
28．朝鮮人民義勇軍本部文化宣伝部発行『祖国の統一独立と自由のために正義の戦争に総














２．「党の成長について―党中央政治委員会第 100 次会議決定書 1951.10.9」『決定集
1947.8-1953.7党中央組織委員会』。 
３．「金烈の反党的宗派行為について―12 月全員会議の決定書 1955 年 12 月 2-3 日」『決定
集 1955年度全員会議、政治-常務委員会』。 
４．呉其燮『北朝鮮人民会議第一次会議会議録』1947年 9月 10日。 
５．姜鎭乾『北朝鮮人民会議第一次会議会議録』1947年 9月 10日。 







党宣伝煽動幹部たちの前で行った演説（1955年 12月 28日）」『金日成著作集』第 9巻、
平壌・朝鮮労働党出版社、1980年。 
10．金日成「すべての力を祖国の統一独立と共和国北半部における社会主義建設のために











年 4 月 14 日、インドネシア「アリ・アルハム社会科学院」での演説）『勤労者』第 8
号、通巻 270号、1965年 4月。 
15．金日成「党組織事業と思想事業を改善強化するについて―朝鮮労働党中央委員会第 4
期第 3次全員会議拡大会議での結論（1962年 3月 8日）」『金日成著作集』第 16巻、平
壌・朝鮮労働党出版社、1984年。 
16．金日成「我が国における社会主義農村問題に関するテーゼ―朝鮮労働党中央委員会第









議での報告、1977年 9月 5日）『金日成選集』第 32巻、平壌・朝鮮労働党出版社、1988
年。 





第 14巻、平壌・朝鮮労働党出版社、2000年 8月 20日。 































































４．辛珠柏「青年金日成の行動と世界観の変化―1920 年代の後半から 31 年まで」『思想』
第 912号、2000年 6 月。 
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学研究』第 63巻第 2号、1990年。 
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法政』第 20号、1996 年 3月。 
11．古田博司「忠誠と孝誠―北朝鮮イデオロギー教化史上の二大画期点、一九六七、一九
八七」『下関市立大学論集』第 36巻第 1,2号、1992年 9月。 









３．『正しい路線のために』ソウル・わが文化社、1945年 11月 7日。 
４．「朝鮮無産階級の偉大な指導者 朴憲永同務万歳―労働者農民と一切勤労大衆は朝鮮共






































思想’提起され」『自由公論』第 40巻 6号（通巻 459号）、2005年 6月。 
２．金キュントン「北韓政権の統治イデオロギー批判研究（Ⅱ）―主体思想の形成、展開
過程及び機能を中心に」『釜山政治学会』第 7巻第 2号、1997年。 
３．金ジェホン「我が詩の香り―素月、詩の本道または民族語完成の道」『新しい国語生活』
第 17巻第 1号、2007 年春。 
４．朴一「金日成は私からマルクス・レーニン主義を学んだ」『新東亜』1991年 10月号。 





24巻第 3号（通巻第 62号）、2008年 9月。 
８．呉ギョンソプ「主体思想の構造と政治的機能の変化」『世宗政策研究』2012-17号、2012
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９．李崗石「主体思想と毛沢東思想との比較」『安保研究』第 20号、1991年 6月。 
10．李・シンチョル「主体思想と黄長燁の人間中心哲学」『韓国論壇』2010 年 12月。 
11．李シュウォン「北韓主体思想学習体系の宗教性研究―キリスト宗教活動との比較を中
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年度 国際環境 国内政治 経済・社会 文化・思想・スローガン 
1945  2 月：ヤルタ会談「信
託統治」合意 
 9 月 19 日：ソ連軍の
北部朝鮮進駐 








































 ソ連の援助額 740 万
ルーブル 































＊11 月 3 日：「江西古墳はわが
人民の貴重な文化遺産である」 
1947  5 月：第二次米ソ共同
委員会決裂 


















＊9 月 29 日：「自らの力
で中小型水力発電所を
数多く建設」 
1948  1 月：南部朝鮮だけの
単独選挙 
 8 月 15 日：「大韓民国」
政府樹立 










































1950  6 月 25 日：朝鮮戦争 
 ソ連からの援助額 684
万ルーブル 




















































 12 月：元首称号制定 
 12 月 15 日～18 日： 
第五次全員会議で南
労派粛清 





1953  3 月：スターリンの死 
 ソ連のマレンコフの
新経済政策 
 7 月：停戦（休戦） 

















































































 第一次五ヵ年計画  群衆事業＝領導芸術 
 「党内思想闘争：解釈と
教養、批判方法」 
1958  2 月 5 日：すべての外
国軍撤収要求声明を
発表 





 11 月 21 日：中国訪問 











































































































































































































































1973  6 月 23 日：チェコで
「祖国統一五大方針」
を発表 
































1974  1 月 18 日：朴正熙「南
北相互不可侵協定」締
結提議 























1978  6 月 23 日：朴正熙「南
北経済協力機構」構成
提議 
 6 月 30 日：北朝鮮、「南
北経済協力機構」拒否 












1980  9 月 28 日：全斗煥政
権との対話拒否 























1982  1 月 22 日：全斗煥「民
族和合民主統一方案」
発表 












1984  1 月 10 日：北朝鮮「朝
韓及びアメリカ三者
会談」を提議 
 11 月 15 日：第一次北
南経済会談 












1985  12 月 27 日：金日成が
1988 年オリンピック
共同開催案に言及 














究員への聞き取り調査（「主体思想」に関する現地集中講義の受講）は、2015 年 11 月初旬
に NEARセンター現地調査で朝鮮社会科学院を訪問した際、同院の科学指導局・沈昇建（シ
ム・スンゴン）局長が機関間の学術交流の一環として提案したことが契機となっている。











 日時：2016年 8 月 22日（月）11:00～12:30 
場所：高麗ホテル 2階接見室 
   講義者：朝鮮社会科学院 金日成・金正日主義研究所 教授・博士 キム・ヒョンウ 
   （同席者：朝鮮社会科学院対外事業処 部員 金正国、朝鮮国際旅行社 案内員 朴成














































































































































































































































































































































































 日時：2016年 8 月 22日（月）16:00～17:30 
場所：高麗ホテル 2階接見室 
   講義者：朝鮮社会科学院 金日成・金正日主義研究所 教授・博士 キム・ヒョンウ 
   （同席者：朝鮮社会科学院対外事業処 部員 金正国、朝鮮国際旅行社 案内員 朴成










































































































































































その後、牢獄から解き放されるや否や、活動の舞台を広げつつ、1930 年 6 月に卞倫にお
いて「朝鮮革命の進路」を発表し、主体思想を具現させた主体的な朝鮮革命路線を打ち出
しました。この卞倫の会議は、主体思想の創始を宣布した歴史的な会議になります。要す



































































































































































































































































































































































































































































 日時：2016年 8 月 23日（火）16:00～17:30 
場所：高麗ホテル 2階接見室 
   講義者：朝鮮社会科学院 金日成・金正日主義研究所 教授・博士 キム・ヒョンウ 
   （同席者：朝鮮社会科学院対外事業処 部員 金正国、朝鮮国際旅行社 案内員 朴成
日、朝鮮国際旅行社 案内員 金正姫） 
 
１．主体思想の具体的な役割について 
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 この問題を理解するためには、まず一般的に思想が人間の活動と如何なる関係にあるか
を理解した上で、主体思想がわが人民の生活で如何なる役割を果たしているのかについて
答える必要があると思います。 
 一般的に、思想意識の役割を論じる際、人間の活動において思想意識は決定的な役割を
すると言われます。思想意識が決定的な役割をするという理論は、主体思想によって初め
て明らかにされた独創的な考えです。なぜなら、過去において人間の活動で主要な役割を
する要因が何かを論じた見解をみてみると、観念論の場合は別として、唯物論的な見解か
ら見ても、人間の活動に影響する決定的な要因は、客観的な物質的条件から見出しました。
客観的な物質的条件とは、経済制度、社会の物質生活など、人間の意識以外の客観的物質
諸要因を合わせて客観的物質条件と言います。客観的な物質的条件が人間の活動で決定的
な役割をするという立場から、唯物論の見解では人間活動の決定的な要因を把握しました。 
これは正確な言い方ではありませんが、もちろん人間が物資的な世界で生き、物質的環
境で自らの運命を開拓するので、物資的世界の影響を受けるのは事実です。人間は自然環
境で生きていますから、自然地理的な条件によって、人間活動に有利な条件も、不利な条
件も、備えることができます。また、社会制度、経済制度のような社会的な制度も、人間
が一定の経済制度で生きているために、経済制度が人間の活動に様々な影響を与えること
も事実です。つまり、人間が一定の物質的条件で生きながら、客観的な物質的条件の影響
を受けるのは事実であるものの、客観的な物質的条件が実際に人間の活動に及ぶ影響を見
ると、直接的にそれが左右するのではなく、人間の意識を通じて、客観的な物質的条件が
人間の活動に一定の影響を及ぼすのです。従って、同じ物質的条件で生きる人間だとして
も、意識的なレベルによって、客観的物質的条件の影響を受ける程度が異なります。この
ため、客観的物質的条件が人間の活動に決定的な影響を及ぼすのか、客観的な物質的条件
が有利か不利かによって人間の全ての活動が左右されると見なすと、断片的な見解だと言
わざるを得ません。物質的な条件は、結局人間の意識を通じて、人間の活動に影響を与え
るということであり、意識を通じて影響を与える時の意識とは、結局思想意識だからです。 
思想意識は、人間の要求と利害関係を反映したものですが、この要求と利害関係を反映
した意識は、客観的な実態をそのまま反映した知識とは区別されます。一般的に、知識は
客観的な諸条件をそのまま、つまりその本質を反映したのが知識であり、客観的環境に対
する利害関係を反映するのが思想意識です。要するに、要求と利害関係を反映する際に、
一定の物質的条件がある時、これが自分自身に有利か不利か、有利であるとすれば、この
有利な条件をどう自分自身にもっと有利に利用するか、不利であるとすれば、この不利な
条件をどう有利な条件に変えるか。このような客観的条件に対する人間の利害関係を人間
の意識が反映した時、それを思想意識だと言うことができます。従って、主体思想もまた
思想であるから、要求と利害関係を反映した意識だと見るべきです。その際、要求と利害
関係は何かと言えば、人民大衆の要求と利害関係を反映した思想が主体思想だと言えます。 
人間の要求と利害関係を反映している、このような思想意識が人間の活動で決定的な要
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因になっていると言えるのです。人間の要求と利害関係を反映する思想意識が、なぜ人間
の活動で決定的な役割をするのでしょうか。この要求と利害関係によって、人間の活動の
目的と方向が決まるからです。自分自身がどのような思想を持つかによって、その思想の
内容とレベルによって、自然を改造する運動をするとか、社会を改造する革命闘争に参加
するとか、具体的に自然を改造する事業をどの程度、どのレベルでするか、あるいは革命
に参加すれば、革命闘争にどのような目的を立て、それを達成するか、民族解放の目的か、
あるいは階級解放の目的のために革命に参加するかなど、人間が行う全ての過程が人間の
思想意識によって、その活動でどのような目的を立てるかという問題によって決まるので
す。要するに、人間の活動が動物の活動と区別されるのは、目的を立て、その目的によっ
て活動するからで、これが人間活動の重要な特性ですが、人間活動の目的をどう立てるの
かは思想意識によって決まります。従って、人間活動において思想意識が決定的な役割を
すると言えるのです。 
別の側面からも、人間活動で思想意識がなぜ決定的な役割をすると言えるのかを述べる
ことができます。知識は客観的な世界を反映した知識だと言いましたが、知識は人間活動
で一定の目的達成のための手段となりますが、知識をどこにどれくらい使うか、人間の知
識をどのくらい体得できるか、体得した知識をどこにどう使うかは思想意識が決定します。
従って、如何に知識があっても、思想意識レベルが低いと、高い知識を崇高な目的には使
えません。人間の活動において目的を立て、その目的を達成するために自らの知識を使っ
ていく全過程を思想意識が規定するので、思想意識が人間活動で決定的な役割をすると言
えます。一般的に、人間の活動で決定的な役割をするのが思想活動なのです。 
こうした原理に基づくなら、主体思想は今日わが人民の活動でどのような役割をしてい
るのでしょうか。一言でいうと、わが人民は今日主体思想で武装し、全ての思考と活動を
主体思想の通りに行っています。主体思想は主体時代の要求を反映した、我が革命の指導
思想であると同時に、世界の進歩的な人民たちが共感し、倣う世界的な指導思想だと言い
ましたが、党と国家、革命の指導思想という側面のみならず、人民大衆の世界観にもなっ
ています。従って、指導思想のみならず人民大衆の世界観にもなったことは、主体思想が
マルクス主義と区別されるもう一つの特徴だと言えます。人民大衆が持つべき思想の一つ
が主体思想であります。 
それではなぜ、人民大衆の世界観になっているのか。それは人民大衆の要求と利益を反
映し、それを徹底的に擁護する思想だから、人民大衆の世界観になっています。主体思想
が人民大衆の世界観になっているから、人民大衆が自らそれで武装し、それを自らの思想
にしようと意識的に努力しています。マルクス主義は主に学説的な体系で、哲学でも、政
治経済学でも、科学的社会主義でも、科学理論を探求する人々にとっては関心が大きく、
その面でマルクス主義という先行思想は多くの場合、平凡な人民大衆の中にあって広範に
普及されませんでした。知識層や革命の指導的人物たち、一定の学識がある人々の中では
研究され、普及されました。しかし、広範な人民大衆に普及し、人民大衆の中に浸透され
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ることはなかったのです。なぜなら、マルクス・レーニン主義は科学的な学説であり、人
民大衆の世界観になっていないという限界があります。それとは異なり主体思想は、人民
大衆の志向と要求を直接に反映している世界観であるから、広範な人民大衆の中に広く浸
透し、人民大衆がそれを自らの世界観、自らの思想として感じる、新しくて独創的な思想
になりました。このように、主体思想は、革命の指導思想というだけでなく、人民大衆の
要求と利益を反映した人民大衆の世界観であり、さらにわが人民たちが主体思想で武装し、
主体思想に基づいて行動するという思想になりました。 
実際、わが人民が主体思想で武装し、全ての思考と活動を主体思想の要求通りに行うと
いうのは、具体的にどのような内容になるでしょうか。人民大衆が行う活動は、大きくみ
ると、自然と社会と人間を改造する活動、古い制度を新しい制度に変える革命活動、自然
を改造して生産力を発展させ、物質的な富を増大する活動、人間自体をより信念の強い存
在として育てる活動、これら 3つが人民大衆の行う主な社会的活動の分野だと言えますが、
このような自然改造、社会改造、人間改造のような人民大衆が行う社会的活動の全ての工
程が、全て主体思想の要求に従い、主体思想で武装された人民大衆が、主体思想の要求通
りに展開されています。 
例えば、「黄海製鉄連合企業所」の労働階級が主体鉄を生産し、主体鉄溶鉱炉をはじめと
して主体鉄生産体系を鉄生産体系として確立したことは、首領様が「主体思想で武装され
た人は主体鉄を生産すべきだ」という教示の通り、主体思想を具現したものと言えます。
この教示を受けた人々は、主体思想で武装したので、主体鉄を生産すべきだという確固た
る観点に立って長い間闘争し、結局主体鉄生産工程を完全に研究することができました。
これは工場での労働階級の例です。 
農業では、「主体的農法」を徹底的に貫徹させ、わが国の実情、自然、地理的な条件、各
地域の土壌条件に合わせ、農事をすることについてが主体思想の重要な要求です。これを
を貫徹し、農事も一律的ではなく、自らの地方、地方でも地帯によって違う地帯性、地域
的特性に見合う種子を選び、そこに見合う農事法により、農事を主体農法の要求通りに行
います。もちろん、一定の自然、地理的な条件の中で自然災害が起こり、農業生産が増大
できなかったこともありましたが、とにかく主体農法があったから、不利な自然、地理的
な条件でも、収穫を高める道を探し出すことができました。 
単純に言って、自然を改造する活動、すなわち農場でも、鉄を生産する現場でも、その
方法や活動において、徹底的にわが人民は主体思想で武装され、主体思想の要求通りに活
動が行われるこというこを明らかにしています。もちろん、他の芸術活動や教育事業も、
徹底して主体の理論に基づき、主体思想の要求通りに行います。こうしたことを総体的に
言えば、人間改造事業なのですが、それは主体思想の要求に従い、主体の方法論で行いま
す。過去には主体芸術を発展させ、主体芸術で文化芸術革命を起こし、今日では教育で主
体教育事業を行い、主体教育が全面的に発展することにより、教育事業で大きな転換を起
こしたということがあります。このように、わが人民が行う政治、経済、文化、全ての社
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会生活分野で成し遂げられた成果は、全て主体思想で武装し、主体思想の要求通りに我が
人民が活動し、闘争した結果です。従って、主体思想は今日わが人民の生命でありかつ生
活となっています。生命という場合、主体思想で武装され、それで生き活動するので、真
の主体的人間として生きていることを指します。生活とは、生活実践が具現され、輝かし
い生活力を発揮していることを意味します。結局、主体思想はわが人民の生命で生活なの
です。 
現在、我々は社会主義強盛国家闘争を行っていますが、強国建設もやはり敬愛なる元帥
様が人民大衆の無限の精神力を推進力として展開を図っています。これはわが人民の持っ
ている主体思想を推進力として建設するのが社会主義強国だという意味です。主体思想は
このようにわが人民の確固たる世界観となり、生活と生命となって、それで武装された人
民の精神力により社会主義強国が進み、わが人民の全ての社会生活がここに集約されて先
進、発展しています。その根元に、偉大な将軍様の、また今日では敬愛なる元帥様の主体
の思想論があります。それは、思想が基本であり、思想がすべてを決定するという考えで
す。「思想が基本で、思想が全てを決定する」ときの思想とは、わが人民の主体思想を念頭
に置いています。 
最近、敬愛なる元帥様は、一般の生活の中でまったく不可能なことを「卵で岩を砕く」
と言いますが、元帥様は「卵を思想に漬けると、岩をも砕くことができる」との独創的な
主体の思想論を展開されています。人民大衆が高い精神力で武装すれば、どのような不可
能もあり得ないということです。敬愛なる元帥様は、普通では「卵で岩を砕けない」とい
う常識も、思想を介せば不可能なことも可能になるという、思想意識の重要性を述べられ
たのです。「卵を思想に漬けると、岩をも砕くことができる」、「自動拳銃を思想に漬けると、
如何なる現代的な武装装備より威力がある」と仰いました。我々は徹底的に革命と建設で
思想論を重視し、思想論を握り今日の社会主義強国を建設します。思想を基本にするのは、
主体思想を確固たる指針とし、主体思想で武装された人民大衆の力が強国建設の決定的な
力であり、この力を発動すると社会主義強国建設で如何に複雑で難しい問題をも乗り越え
られるからです。わが人民の生活の中で、主体思想は主体の思想論が重要な基礎になると
いう思想です。 
このように、思想意識が決定的な役割をするという問題をよく理解しなければなりませ
ん。観念論では思想自体がある種の創造をしたように言われ、また宗教では神様や超人間
的な存在が世界を創造したとか、人間の全ての活動を左右したとか説明される場合もあり
ます。思想理念の一次性によって、全てが左右されるという観念論と区別されるのは、観
念論では精神、理念自体が人間と分離し、分離された理念、精神自体がある種の創造活動
をするように説明します。しかし、主体思想論での思想の決定的な役割は、思想意識とい
う人間の意識の中の一つの内容が人間の活動を組織、統制するという、思想意識それ自体
がある創造的な行為をするのではなく、思想意識が人間の活動を調節、統制する作用を通
じて、思想意識が決定的な役割をすると考えます。その意味で、意識、理念それ自体があ
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る創造的な活動をするという観念論と主体の思想は明確に区別されます。 
思想意識が人間の活動で目的をどのように立て、その目的を実現する方向で自らの能力
を如何に発揮するか、思想意識が調節、統制するので、人間の活動の全般が思想意識によ
って調節、統制されることになります。従って、思想意識が決定的な役割をすると考える
のです。人間と分離したある意識自体の活動ではなく、人間の活動に作用して、人間の活
動を調節する要因として作用することによって、思想意識が決定的な役割を果たします。
このように、主体の思想論と観念論、宗教とは完全に区別されます。思想意識が決定的な
役割する際、思想が基本であり、思想が全てを決定する際、それを絶対に人間の活動と分
離されたある思想・精神が、ある創造的な役割すると説明するのは、主体思想の本質を正
確に理解したとは言えません。また、主体思想を誹謗する反動的な思想理論家たちは、思
想意識が決定的な役割するのは観念論ではないかと難癖をつけてきますが、主体思想を扱
き下ろす反動的者たちを倒すためにも、主体思想の本質を徹底的に理解し把握することが
重要です。 
 
２．主体思想はマルクス・レーニン主義を継承・発展させた思想であると言われている。
マルクス・レーニン主義からすると、経済的構造が上部構造の土台になっている。しかし、
朝鮮では経済強国が実現するのに先立って、思想・政治・軍事強国が達成されている。こ
れを思想的にはどのように解釈すればよいかについて 
主体思想は、マルクス・レーニン主義を継承・発展させた思想であると仰いましたが、
それは正しい表現ではありません。そのように言うと、主体思想の独創性を正しく説明す
ることができなくなります。それでは、どのように表現すべきでなのか。継承・発展とい
うことで表現できるのは、こういうことです。つまり、レーニン主義はマルクス主義を継
承・発展させたと言えます。レーニン主義とマルクス主義は、もちろんレーニン主義は帝
国主義時代のマルクス主義として、帝国主義の時代に合わせてマルクス主義を継承・発展
させたと言えます。その理由は、根本原理や体系、根本的な問題、それはマルクス主義と
レーニン主義は同じだったからです。思想の哲学原理とその哲学原理が出てきた哲学的な
根本問題、つまり根本問題と哲学原理から見ると、マルクス主義とレーニン主義は同根で
す。マルクス主義も哲学の根本問題は、物質と意識との問題であり、レーニン主義と同じ
です。また、マルクス主義も哲学の根本原理は、物質の一次性と意識の二次性の原理であ
り、レーニン主義と同じです。従って、哲学の根本問題と哲学原理、哲学体系と内容は、
マルクス主義とレーニン主義は同じなのです。そういうことで、レーニン主義はマルクス
主義を継承・発展させたと言えます。 
それでは、マルクス・レーニン主義と主体思想を比べてみましょう。マルクス・レーニ
ン主義と主体思想は、まず哲学的な基礎となる哲学原理を見ると、哲学の根本問題が異な
っています。マルクス主義の哲学における根本問題は、物質と意識の問題であり、主体思
想では、世界において人間が占める地位と役割の問題が根本問題です。また、マルクス主
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義では、「物質の一次性と意識の二次性の原理」として哲学の根本問題を明らかにしました
が、主体思想では、「人間が全ての主人であり、全てを決定」するとして哲学の根本問題を
明らかにしました。要するに、この二つの思想における根本問題と根本原理を比べてみる
と、一方は物質と意識の関係を明らかにし、他方は世界で人間が占める地位と役割を明ら
かにしたということです。言い換えれば、世界で人間が占める地位と役割を明らかにした
というのは、物質と意識の関係を明らかにしたことを発展させたものではなく、それが明
らかにされた条件下で、新たに明らかにされたということなのです。 
「物質の一次性と意識の二次性」というマルクス主義の根本原理も、主体哲学の根本原
理と比べてみると、「物質の一次的な原理」が発展して、「人間が全ての主人であり、全て
を決定する」との原理が出てきたのではありません。この「人間が全ての主人であり、全
てを決定する」という原理は、「世界は物質から成り立っており、物質が一次的」だという
唯物論原理が明らかにされたという基礎から、新たに明らかにされた原理です。先にも哲
学の根本問題が新しいと述べましたが、「世界において占める人間の地位と役割」問題その
ものが新しい根本問題であり、根本原理とはその根本問題を解き明かした原理です。従っ
て、根本問題自体がマルクス主義哲学で明らかにした根本問題とは異なり新たなものです
から、主体思想の根本原理も、マルクス哲学の根本原理とは異なる新たな根本原理という
ことになります。このように、根本問題と根本原理自体がマルクス主義とは違います。 
主体思想もマルクス主義も、全般的な体系と内容は、哲学原理から展開されていきます。
哲学原理は、哲学の根本問題を明らかにしたものであり、それが根本原理となります。根
本問題、根本原理が主体思想とマルクス主義では根本的に異なるので、それに基づいて展
開される構成体系と内容も、マルクス・レーニン主義は根本的に異なるということになり
ます。 
マルクス・レーニン主義は、哲学、政治経済学、科学的社会主義学説という主に学説と
して、科学的理論体系を持っているのが特徴です。これに対して主体思想は、思想、理論、
方法という革命の指導思想としての構成体系を持っています。このように、主体思想とマ
ルクス・レーニン主義を比べてみると、根本問題、根本原理が異なり、それに基づいて展
開される構成体系と内容も異なります。このような相違が存在するのに、主体思想がどう
してマルクス・レーニン主義を継承、発展させた思想だと言えるのでしょうか。主体思想
は、マルクス・レーニン主義を継承、発展させた思想ではなく、独創的で新たな思想なの
です。こうした理由から、偉大な将軍様は、主体哲学は独創的で新しい革命哲学であると
規定して下さいました。主体思想がマルクス・レーニン主義を継承、発展させた思想では
なく、独創的で新たな革命哲学であるということは、偉大な将軍様が思想理論活動を展開
する過程で、主体思想について正しい理解がなされてこなかったことに鑑み、改めて規定
して下さったのです。 
偉大な将軍様が主体哲学はマルクス・レーニン主義を継承、発展させた思想ではなく、
独創的な思想であることを明らかにしてくれる以前までは、わが学者たちも主体思想はマ
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ルクス・レーニン主義を継承、発展させた思想だと考え、わが時代のマルクス主義あるい
は朝鮮に創造的に適用されたマルクス主義だとの表現を数多く用いました。それを偉大な
将軍様は、これは主体思想を独創的な思想として考える表現ではなく、マルクス・レーニ
ン主義を継承、発展した思想と捉える表現であって、そのような表現を使ってはいけない。
主体思想がマルクス・レーニン主義を継承・発展させた思想であるとするのは、主体思想
とマルクス主義を、マルクス主義とレーニン主義のように、根本原理と根本問題が深化、
発展されたように見る表現である。従って、そのように考え、そのように表現するのは正
しい表現ではないので、規定し直して下さったのです。あなたが論文を書く際も、このよ
うな表現を使わないでください。「主体思想は、マルクス・レーニン主義を継承・発展させ
た思想」という表現ではなく、「主体思想は独創的で新たな思想」であるという表現をする
すべきです。それは何度も言ったように、根本問題と根本原理が異なるからです。そのよ
うに、主体思想の全般的な体系と内容は新たに展開されました。以上のような意味で、主
体思想は独創的な思想です。 
それでは、主体思想が独創的な思想だからと言って、マルクス・レーニン主義と何ら連
関性もないかと言えば、そうではありません。主体思想は、マルクス・レーニン主義を継
承、発展させた思想ではありませんが、マルクス・レーニン主義と一定の継承関係はあり
ます。従って、マルクス・レーニン主義と主体思想との関係を理解する際には、継承の側
面と革新の側面の両面をともに見るべきです。 
継承という場合に、マルクス・レーニン主義において哲学の根本問題を提起する際には、
物質と意識の関係だと言い、それが明らかにされた条件下で、主体哲学は地位と役割の問
題を明らかにしました。物質は一次的なもの、世界は物質からなり、物質一次的な原理が
明らかにされた条件下で、「人間が全ての主人であり、全てを決定する」ことを導きました。
結局は、主体思想はマルクス・レーニン主義で明らかにされたこのような理論を前提に、
それを新しい問題として展開し、発展させました。この意味で、マルクス・レーニン主義
と主体思想には一定の連関がある。また、主にマルクス・レーニン主義も主体思想も、労
働階級の歴史的使命と労働階級、解放階級に服務する使命、労働階級の革命思想であると
いう思想的な特性では共通性があります。マルクス・レーニン主義と主体思想は、労働階
級が革命運動に服務する階級的理念と使命を共有しており、一定の深い連関を持っていて、
主体思想がマルクス・レーニン主義をある程度発展させた内容が少なくありません。この
ように、マルクス・レーニン主義で提起された内容を新たに解釈、展開した部分もありま
すが、主体思想の基本内容になるわけではありません。従って、総体的に言うと、一定の
連関があり、その意味で主体思想とマルクス・レーニン主義の継承関係問題を設定し、論
じることはできます。しかし、やはり革新の側面、独創的な側面が基本であり、柱となり
ます。 
そういうわけで、主体思想は自らの固有の原理により展開され、体系化された独創的な
思想であると見なければなりません。「固有の原理により展開され、体系化された独創的な
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思想」とは、内容は数多いのですが、根本問題も、根本原理も新しく革新的で展開された
ということ、また社会歴史的な歴史観での社会運動の合法則性もやはり主体思想が新たに
明らかにした固有の原理です。「社会運動は人民大衆の自主的で創造的な運動である」。こ
れは全て主体哲学に固有の原理です。その他、革命理論、領導方法もマルクス・レーニン
主義では論じられなかった新しい内容が展開されています。これが基本です。 
今後も、主体哲学または主体思想を解釈する時には、先行思想との関係問題を論じるこ
ともありますが、その時の表現としては、主体思想はマルクス・レーニン主義と一定の階
級的理念、使命の共通性による連結があり、主体思想はマルクス・レーニン主義で提起さ
れた問題を一定程度発展させた側面もある。だからと言って、マルクス・レーニン主義を
一定程度発展させた内容が主要な内容を成しているわけではない。主体思想は自らの固有
の原理で展開され、体系化された独創的な思想である。このように表現すべきです。この
ように解釈すれば、主体思想と先行思想との関係がどのようなものかを正確に解釈できま
す。主体思想は、独創的で新たな体系として展開されたということ、マルクス・レーニン
主義が提起した内容は数多くの限界があったこと、マルクス・レーニン主義をそのまま主
体思想において革命理論を展開するとか領導方法を展開した部分というのはないこと、こ
れらが重要です。 
それでは次に、マルクス・レーニン主義において経済的な構造の土台が上部構造となっ
ている問題について見てみましょう。マルクス・レーニン主義では経済的構造の土台が上
部構造となっている問題を提起し、それに基づいて社会発展過程を説明しましたが、これ
は主体思想の原理と合うのか、合わないのか。このことについては、マルクス・レーニン
主義において経済的構造の土台が上部構造となっている問題はどのように提起されたのか
を具体的に掘り下げれば分かると思います。 
 マルクス主義では社会を論じる際に、社会を構造的に見ると、土台と上部構造の統一体
だと見なした。ここで、土台とは社会の支配的な生産関係の総称です。上部構造とは、建
物で言うと、生産関係が基礎・土台、上部構造は建物の上に立つという形式です。上部構
造を土台に反映した社会意識とその意識に相応する機関、組織を上部構造の概念に入れて
論じられています。マルクス主義における上部構造を見ると、土台は生産関係の総称、つ
まり社会的存在、上部構造はそれに相応する構造、機関、すなわち社会的意志だと理解し
ます。上部構造には政治制度も入りますが、なぜ社会的構造に当たる政治制度を上部構造
に入れたかと言うと、政治制度は土台を通じて一定程度人々の思想に影響を与え、意識が
上部構造という機構を通じて土台に影響を及ぼすので、意識の作用を保障するという意味
で、政治制度も上部構造に入れ、それを総称して社会意識として論じました。つまり、土
台に対する意識の作用を保障する意味で、土台を社会存在に入れず、上部構造の概念に入
れて論じました。このように、土台と上部構造とを分け、社会的存在、社会的意識の二つ
の軸により、土台が上部構造を規定し、土台で規定される上部構造はここに反作用されま
す。 
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要するに、上部構造に対する土台の作用は基本作用で、上部構造が土台に与える影響は
反作用です。作用があれば反作用があるという物理学の法則をそのまま当てはめました。
それで、土台に対する上部構造の作用は反作用であると。従って、土台である生産関係が
一次的で、上部構造が二次的であると言います。上部構造も土台も内容は数多いですが、
土台である社会存在の中には生産関係、自然、地理的条件も様々ですが、その基本は経済
制度で、上部構造である社会意識も組織機構など、哲学、芸術、宗教、文学など数多いで
すが、その基本は思想です。このように、マルクス主義における土台と上部構造の関係は、
結局基本となる経済制度と思想意識との関係問題ということになります。土台と上部構造
の関係を具体的にマルクス主義では、土台である生産関係は生産力の発展によって生産関
係が発展する、そして土台が変わると、土台の発展に合わせた形で思想意識である上部構
造が変わると言います。土台は上部構造を規定するが、その土台は生産力の発展によって
進展します。 
このように、マルクス主義では、社会が発展する過程を生産力の発展が基礎となり、そ
れに見合う生産関係が進展し、それに合わせて思想意識が進んでいく。その意味でマルク
ス主義は、生産力の発展が社会発展の基礎となる理論です。生産力の発展によって生産関
係が進展し、生産関係である土台に合わせて、上部構造である思想意識が発展するという
マルクス主義の理論は、現実的な社会発展過程に照らし合わせたとき、これと適合するか
否か。もしも現実的な社会発展過程に適合するとすれば正しい理論であり、適合しないと
すればとその理論には限界があるということを意味します。 
それでは、マルクス主義の土台と上部構造の理論を社会発展の過程に適応させてみまし
ょう。適応させてみるとどのような不合理があるでしょうか。社会発展の過程がそのよう
になっていないという結果になります。まず、社会制度はもちろんのこと、資本主義社会
が発展する過程を見ても、資本主義的な生産関係が出てきてから生産力が出てきますので、
それゆれそのあとに資本主義思想が登場してきたのか。そうではありません。資本主義社
会が確立されてきた過程を見ると、封建社会の中でブルジョア思想が先に出現し、ブルジ
ョア思想に依拠しながらブルジョアたちが封建制度に反対するブルジョア革命を遂行する
ことになります。これに広範な反封建力量を結集し、ブルジョア革命を通じてブルジョア
政権を建てます。もちろん、ブルジョア革命が遂行される以前にも、資本主義的生産関係
が出現したということはあります。しかし、それは資本主義経済制度ではない。資本主義
的な経済関係ではあるが、資本主義経済制度ではない。資本主義経済制度になるには、そ
れが封建社会生活全般を包括すべきであるが、全般を包括する堅固な経済制度にはなって
いません。まだ、封建社会で発達した資本主義的な生産関係、資本主義経済制度とは言え
ません。 
制度の確立過程に着目するならば、ブルジョア制度の過程も、ブルジョア思想が登場し
てきてからブルジョアがブルジョア革命を通じて、ブルジョア政権を建て、すなわち資本
主義的な政治制度を打ち立ててから、一定の歴史的な経緯を通じて、資本主義が発達しつ
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つ、産業革命が起きるわけです。つまり、産業革命を経てから資本主義経済とその制度が
確立します。敷衍すれば、まずブルジョア思想が登場し、ブルジョア思想を持った人たち
がブルジョア革命を通じ、資本主義制度が立てられてから、資本主義経済制度が誕生する
のです。マルクス主義理論では、生産力の発達によって経済制度が確立し、それに合わせ
て政治制度と思想が出てくるということになると、合わなくなってしまします。このよう
な資本主義制度が確立されていく過程を見ても、とりわけ社会主義の確立過程を見てもそ
うなのですが、マルクス主義における土台が上部構造を決めるという理論がそぐわないと
いうのが明らかです。 
社会主義の確立過程の場合、まず搾取と圧迫に反対する運動の中から社会主義思想が登
場する。主体思想もまた、まず反帝反封建民主主義運動を遂行する中で登場してきたので、
主体思想は典型的な社会主義思想と言えるでしょう。搾取と圧迫に反対する闘争する中で
社会主義思想が生み出され、この社会主義思想を持った人々が党を組織し、党が大衆を意
識化、組織化させて革命の主体的力量を作ります。そのあと、組織化、意識化された大衆
が革命を通じて古い制度を覆して社会主義制度を打ち立てます。つまり、社会主義政治制
度が作られるわけです。社会主義政権が成立した後、社会主義革命を遂行する活動を通じ
て、社会主義経済制度が確立します。これは我が国の歴史的発展過程を見れば明らかです。 
1930 年代に主体思想が創始され、首領様が広範な反帝民主主義力量を団結させて、祖国
解放の闘争を通じ、祖国を解放させました。祖国を解放した後、まず民主主義政権を樹立
し、次に諸民主主義改革を実施し、民主主義制度を確立する。民主主義制度が確立する過
程は、民主主義政権が誕生して民主主義経済制度が確立し、文化制度も確立される過程で
す。社会主義制度が確立される過程を見ると、その力量が社会主義政権を 1947年 2月に創
設し、その後社会主義革命を一貫して遂行するが、社会主義革命が戦後普遍的になり、1958
年 8 月にそれが完全に達成されます。つまり、生産関係の社会主義的改造が終わり、社会
主義経済制度が確立しました。 
このように、社会主義制度が樹立される過程を見ても、社会主義思想が最初に出てきて、
社会主義思想を持った闘争を通じ社会主義政治制度が樹立され、その後社会主義政治制度
と関連して社会主義経済制度が確立されます。この展開は、マルクス主義理論における生
産力の発展によって生産関係が改変され、その生産関係である経済制度が確立された後に、
政治的上部構造により思想が変転し、政治制度が変わるという説明と合いません。社会主
義制度が成立してからの社会主義の発展過程でも同じです。社会主義の発展過程もまた、
社会主義思想で武装された人々によって、社会主義政権が維持、強化発展され、その社会
主義政権の機能と役割が高くなり、社会主義経済制度の発展も成し遂げられることになり
ます。従って、社会発展の現実的な発展過程を見てみると、マルクス主義は生産力の発展
が社会発展の基礎になると説明したが、実際には社会発展の基礎は生産力ではなく、人間
の発展が基礎となります。人間が先進思想を有して古い政治制度、政権を覆し、新たな政
治制度を樹立してから、経済制度が建てられるという過程がよく分かります。繰り返しま
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すが、土台と上部構造の理論関係に関して、土台の発展によって上部構造が発展するとい
うのは、現実の社会発展の状況とは合いません。もちろん、影響を与えている側面はあり
ますが、社会が発展する過程を見ると、先に生産関係が発展し、上部構造が改変されるの
ではなく、その反対に、上部構造に属する人々の思想レベルが高くなり、人々の力の存在
が発展してこそ、政治制度及び経済制度である土台が変化します。これが現実的な過程な
のです。 
以上のように、マルクス主義の土台と上部構造に関する理論を社会発展の現実的な過程
に照らしてみると合わないのです。従って、これをもって社会発展の過程を説明するのは
多くの不合理な点があります。マルクス主義は、物質と意識の関係の問題を哲学の根本問
題とし、物質の一次的原理よって世界を説明しました。さらに言うと、この原理をそのま
ま社会歴史を説明するに援用しました。すなわち、社会発展に対する見解も唯物論的な見
地から説明すべきだとし、観念論に対して唯物論的な社会歴史的基本任務であったので、
物質が一次的であるという原理をそのまま移行して社会的存在を設定し、社会存在が一次
的であると説明しました。同様に、意識が二次的であるという原理をそのまま移行して、
社会意識が二次的であるとして社会存在が発展の基礎になると言い、それの発展によって
社会が進展すると説明しました。このように、社会発展における唯物的立場を徹底的に固
守し、唯物論的社会歴史観を人々に与えようとする意図から、土台と上部構造の関係を展
開しました。 
確かに、土台と上部構造に関する理論は、唯物論的な見解を合理化させるには何らの支
障もなく社会を説明することができます。しかしながら、社会発展の現実的な過程を具体
的に分析してみると、そのような唯物論的な立場で社会発展の現実的展開を説明するのに
は不合理です。要するに、唯物論的な社会歴史観を確立するには、一理があるし、また妥
当性があると見なすこともできますが、社会発展の現実的な進展を説明するのには合わな
い点が多く不合理です。土台と上部構造に関する理論は、機械的に現実の社会発展の実態
を説明するには合いません。 
 
３．朝鮮では経済強国が実現するのに先立って、思想・政治・軍事強国が達成されている。
これを思想的にはどのように解釈すればよいかについて 
 土台と上部構造に関する理論とは異なりますが、それに関連していると見ることはでき
ます。「主体思想論の原理」と「政治決定的役割に関する原理」、「革命は銃で開拓され、前
進され、完成される銃哲学原理」、この三つの原理に基づいて、経済強国が実現するのに先
立ち、思想・政治・軍事強国を建設することがなぜ重要なのかを説明することができます。 
まず、思想意識が決定的な役割をするという「主体思想論の原理」に基づいて、社会主
義社会を発展されるためには、人民大衆を思想的に武装させ、彼らの精神力を最大限に発
揚させるのが、社会主義建設で成果を生み出すためのもっとも優先的な任務です。従って、
わが国では思想強国、すなわち全社会の思想的な一色化を実現し、千万軍民を一心団結さ
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せる思想強国の課業をもっとも重要な強国建設の優先課題として提起し、遂行することに
なりました。思想強国の課業を優先的に遂行することは、「主体思想論の原理」に従うと、
人々が思想の強者にならなくては、経済強国、軍事強国などの強国建設も出来ないという
前提に立っている考えです。 
政治強国建設は、「政治が社会生活で決定的な役割をする」という主体の政治理論に基づ
く、重要な問題としての政治強国問題です。政治は、階級あるいは社会の共同利益に合わ
せて、人々の行動を統一的に組織、支配する社会的な力です。社会生活において政治は、
行動を統一的に組織、支配し、また社会を動かす力であるから、経済、文化よりも社会生
活において主導的、決定的な役割をすると言えます。どの社会でも、まず人々が思想的に
武装されたのちに、その国の党と国家の政治が良くなりますし、そうであるべきです。自
主的な政治になってこそ、経済、文化、社会生活の全ての分野が発展し、活力に溢れます。
自主的な政治ではなく、他国の動向ばかりを気に掛ける隷属的な政治、事大主義的な外勢
による政治が行われれば、世界生活の全般は崩壊状態に陥ります。主体思想では政治での
自主、すなわち自主的な政治を実施して初めて、経済的自立が実現し、国防において自衛
が実現するというように、全て政治の自主によって他のことが保障されると考えます。政
治的に自主独立国家にならないと、経済的に他国に依存し、国防分野でも他国に隷属させ
られるという結果になります。従って、政治は社会生活において決定的な意義を持つ分野
となる、つまり政治が社会生活で決定的な役割をすると主張するのです。 
政治が社会生活において決定的な役割をするのですから、社会を発展させるためには自
主的な政治を行うべきです。政治強国を建設するとは、その重要な内容は政治での自主的
な原則を徹底して貫徹させる国、政治的自主性が強い国として建設するというのが政治強
国建設の本質です。自主的な政治を実施する国を作る、自主的な政治を実施する国とは、
政治を実施する際に徹底して、「自国の人民の利益を擁護し、自国の人民の力による」政治
をすること、自らの民族の民族的独立と自主権を徹底的に固守すること、そして絶対に他
国に隷属されないことが政治的自主性を堅持する国の徴表だと言えます。政治での自主と
いう原則に基づいてこそ、社会生活の全ての分野で、主体思想を具現し、経済、軍事を発
展させていくことができ、それがもっとも根本的な原理ですから、わが国では政治強国の
問題がもう一つの重要な優先的な課業となっています。 
政治強国問題、すなわち政治において自主的な原則を堅持するというのは、首領様が革
命を勝利へ導いた過程、解放後に政権を樹立し、新たな社会を建設してきた過程において
一貫して堅持してきた問題です。政治強国の問題は、このようにかなり以前から解決して
きた問題です。全社会の一心団結を実現し、人民大衆の政治的地盤を強化するのが、政治
強国の側面の一つですが、これは長い歴史的過程を通じて、実現されてきました。自主的
な政治を実現する問題は、首領様が新たな社会を建設していく全ての過程で一貫して堅持
した原則でした。 
次に、軍事強国問題ですが、「革命は銃から生まれ出て、開拓され、完成される」という
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「銃哲学」、「銃原理」に基づいて、軍事強国問題が経済強国問題よりも優先的な課題とな
りました。「革命は銃から生まれ出て、開拓され、完成される」というのは、一般的に革命
闘争における一つの公式、革命の一般原理です。抗日闘争も武装を行い、武装闘争を遂行
したので勝利を収めました。また、革命後に革命武力を創建し、革命武力を強化すること
に優先的に注力したので、米帝に反対する 3 年間の祖国解放闘争に勝利することができま
した。その後も、米帝と南朝鮮傀儡徒党が新たに強化してくる戦争策動も退けながら、社
会主義革命を勝利に導いてきました。「銃によってのみ革命が開拓され、前進され、勝利で
きる」という「銃原理」を、実際の革命実践に具現した軍事強国問題を優先的に解決すべ
きとしてきました。 
軍事強国というのは、自国を帝国主義の包囲から保衛することです。このような、軍事
強国を建設することこそ革命を守り、社会主義を守るのです。特に、今日のような唯一我
が国が帝国主義の包囲の中で、社会主義を固守していくという厳酷な条件下では、強力な
軍事強国ではなければ、帝国主義の孤立圧殺に勝ち、社会主義革命を完成することはでき
ません。そこで偉大な将軍様は、「革命は銃から生まれ出て、開拓され、完成される」とい
う「銃原理」は、社会主義建設段階では、「軍隊は党であり、国家であり、人民である」と
いう原理として具体化されたのです。革命軍隊、強力な銃器がなければ、党は自らの存在
を維持できず、国家も存在維持できず、自主的な人民もあり得ません。強力な革命軍隊が
なけれは、社会主義政権も人民もあり得ないという重要な真理です。社会主義全般を導い
ていく威力的な党も、強力な軍隊があってこそ維持される。「主体思想の原理」、「政治決定
的な役割に関する原理」、「革命は銃から生まれ出て、開拓され、完成される」という銃器
哲学の原理に基づいて、経済強国を建設する前に、政治思想強国、軍事強国問題を解決し
なければならないので、この問題が先に立つという問題になったわけです。 
このように、政治思想強国、軍事強国問題を重ね合わせて考えてみると、いずれもが革
命の主体を強化するための事業であると言えます。一般的に革命の主体というのは、首領、
党、大衆の統一体であると言えます。先軍時代にあって革命の主体とは、首領、党、軍隊、
人民の統一体です。革命の主体を強化する事業は、政治思想強国、軍事強国を通じて成し
遂げられます。革命の主体を強化する事業が政治思想強国、軍事強国問題で解決すべき問
題だというのは、革命の主体を強化する事業が社会主義建設と革命において如何に重要な
問題であるかということであり、それゆえ社会主義のための闘争における根本問題だとい
うことになります。社会主義のための闘争における根本問題とは、革命主体をしっかり作
らなくては、社会主義政権を樹立する事業で勝利できないということです。また、革命の
主体を強化する事業を不断に強化しなくては、社会主義社会を建設できず、その優越性を
発揮できないということです。その意味で、革命の主体を強化する事業は、社会主義のた
めの闘争における根本問題だと言うのです。 
この革命の主体を強化する事業が社会主義のための闘争における根本問題だというのは、
わが革命闘争の実践から明らかに出てきました。つまり、過去に社会主義を建設した国々、
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社会主義が挫折した国々の教訓を通じて、革命の主体を強化する事業が社会主義のための
闘争において根本問題となるのだということが明確に明らかにされたわけです。社会主義
を建設した国々においてそれが挫折した根本原因は、革命の主体を強化し、主体の役割を
強化する事業を根本問題として設定できなかったからです。多くの国々で社会主義が挫折
し、社会主義の地球上での終末を告げるブルジョアや帝国主義者が蔓延る中で、唯一我が
国だけが社会主義の旗を最後まで固守し、社会主義のための闘争を一貫して前進できた重
要な要因は、革命の主体を強化する事業を根本問題にしてきたからです。 
革命の主体を強化する事業は、我が国において抗日闘争時期から終始一貫ずっと続けて
きた事業です。主体を強化する事業を根本問題に革命と建設の中で先に立たせ、ここに大
きく注力してきたので、他国では社会主義が挫折しましたが、我が国だけは社会主義を最
後まで固守し、今日は社会主義強国の高い目標を提起し、闘争できる段階に至っているの
です。 
社会主義建設において根本問題となる革命の主体を強化する事業が、政治思想強国建設
と軍事強国建設です。従って、経済強国問題を解決する前に、政治思想強国建設と軍事強
国建設を解決しなければなりません。それは何度も言うように、主体を強化する事業にお
いて主体を強化する事業が社会主義革命建設での根本問題となるからで、これを前に立た
せなければならないからです。偉大な将軍様が辛い「苦難の行軍」時期に、わが人民が草
木を代用食品にして食事を済ませるという状況に血涙を流しながら、「私は国防の強化のた
めに資金を回した」と仰いましたが、これはもちろん資金を経済建設に回せば、一時的に
人民たちの生活が楽になるかもしれませんが、そうなると帝国主義者の侵略策動に結果し
てしまうことを阻止する苦渋の選択だったのです。従って、将来の担保となる国防建設に
資金を支出し、偉大な将軍様が先軍政治もお開きになり、国防を強化し、わが革命武力を
百戦百勝の強国に育てる偉大な業績を挙げられたのです。以上のような原理に基づいて、
偉大な将軍様の先軍領導、先軍政治の偉大性も導き出された領導であることを認識いただ
ければよいと思います。 
 
４．主体思想において「自主」とはどのような意味を持つ言葉なのか。「主体」と「自主」
はどのように使い分けて考えればよいかについて 
 主体思想のみならず、一般的に社会科学者たちが表現は同じであるが、異なる意味とし
て使われる場合が多いようです。どのような意味で用いるのかをよく考えてみて、概念を
使います。その意味で、「自主」と「主体」の意味はこれをよく理解してから、正しく使う
必要があると思います。 
まず、「自主」という表現は、自ら主人になるという意味です。自ら主人になるという意
味において主体思想では、主に三つの意味で「自主」という表現を使います。第一に、自
主は、人間あるいは人民大衆が世界と自らの運命の主人として有する性質、権利、立場と
いうことで用いられます。例えば、人間が持つ性質としての自主性、世界と自らの運命の
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主人になるという性質、また自らの問題は自らが主人として処理していくべき権利を表す
自主権、そして主人として必ず持つべき立場としての自主的立場です。このように、主人
として持つ性質、権利、立場を語る時、「自主」という言葉を使う場合があります。第二に、
人民大衆が主人になるための運動、生活、偉大な事業を語る際に、「自主」という概念を使
う場合があります。例えば、人民大衆の自主性を実現するための運動の場合、自主的な運
動、自主的な要求を実現するための主人としての生活である場合の自主的な生活、主人に
なるための偉大な事業である自主偉業、人類自主偉業、わが人民の自主偉業などです。第
三に、一定の歴史的な時代を特徴として表象する自主、例えば人民大衆が主人として登場
し、人民の役割を遂行する我が時代を特徴とする自主時代、人民大衆が主人として登場し
た時代としての自主時代など、自主は自らが主人になるという意味を持っているので、以
上のような場合に「自主」という言葉を用いて表現します。しばしば自主という言葉を用
いるのは、「自主性」という性質を表現して使う場合が多いです。あるいは、「自主権」、「自
主的な立場」、「自主的な運動」、「自主的な生活」などです。 
これに対して「主体」とは、第一に、自然の運動と区別される社会運動の担当者を意味
する言葉、すなわち歴史の主体、革命の主体、社会発展の主体など、一定の社会運動をに
なっていく担当者という意味で用いられます。マルクス主義では、物質は全ての変化の主
体です。従って、マルクス主義では、主体という概念を一般的な運動の担当者、自然の運
動でも、社会の運動でも関係なく、物質が全ての変化の主体であるとし、一般的な運動の
担当者を「主体」の概念で捉えました。しかし、主体思想では、全ての運動の担当者では
なく、社会運動の担当者だけを主体という概念で捉えています。前述の「革命の主体を強
化する問題が社会主義革命では根本問題である」というように、これは革命という社会主
義社会建設、社会主義運動の担当者を念頭に置いて、主体という言葉が使われています。
担当者である首領、党、大衆を強化する問題です。第二に、「革命と建設の主人は人民大衆
であり、革命と建設を推進する力も人民大衆にある」という主体思想です。つまり、「革命
と建設の主人は人民大衆であり、革命と建設を推進する力も人民大衆にある」という思想
を表現する述語として「主体」という概念が用いられているということです。先に社会運
動の主体を語る時に「主体」を用いると言いましたが、歴史の主体の場合には、人民大衆
を念頭に置くことになりますから、どの運動でも主体は人民大衆です。そして、人民大衆
が主人であり、人民大衆が推進する力を持っているという思想を表現するので、「主体」思
想と表現します。これが二番目です。第三に、革命と建設で党が堅持している党の自主的
で創造的な原則と立場を表現する際の述語として使います。例えば、主体的な立場、主体
を打ち立てるという具合にです。 
このように、「主体」と「自主」は主体思想においてもっとも数多く使われる概念で、ま
た様々な概念として使われます。従って、様々な場合によってこの二つの概念を正しく使
うという問題が重要となります。概念を正しく使ってこそ、主体思想の内容を正確に解説
することができるし、自ら理解することができるし、他の人に理解させることができます。
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例えば、「社会運動の主体は人民大衆であり、社会運動の主人は人民大衆である」というの
は間違いです。「主人」の場合は、一定の地位を表現する概念ですから、革命と建設の主人
は人民大衆であるという場合、革命と建設の地位を明らかにする意味としては、主人は適
合します。このように、「主体」と「主人」、「主体」と「自主」という概念を正しく使うべ
きです。 
 
５．宗教は主体思想の教育体系に含まれないのかについて 
わが国では宗教を教育するということはありません。法的には、「信仰の自由を許容する」
ということになっていますが、教育は施しません。以前、金日成総合大学の歴史学部に宗
教科というのがありましたが、それは我が国に宗教人が数多くやって来て、彼らとの対外
事業を行うために専門家を育てなければならず、それで設置されたものです。如何なる宗
教人も養成されるものではなく、宗教を教育するということは、宗教を信じさせるという
ことだと思いますが、人為的に宗教を信じさせるということはあり得ないことだと思いま
す。 
朝鮮にも外国人が多いし、彼らの必要を実現するために教会はあります。しかし、我が
国の人々がそこに救いを求めに行って、宗教を信じるということは、率直に言ってありま
せん。なぜなら、「主体思想は、人民の自らの要求と利益を反映した思想」であり、「自ら
受け入れる思想」だからです。それゆえ、思想を信じさせ、従わせることが重要となりま
すが、宗教も同様にそれを信じさせようとすると、それは意図的になります。人々が宗教
を信じる重要な理由というのは、搾取社会のような状況では、人々が貧しく、虐待を受け、
無権利の中で、人々は自らの運命を開拓する道がなく、運命の開拓を委ねる依りどころも
ない、それで宗教でいうところの神様でも信じなければということで救いを求めに行くこ
とになる、そのような理由です。このように、人々が日常生活で考えているのは、自分の
運命がどうなるか、誰が自分の運命を開拓してくれるかということです。その意味で言う
と、思想が人民大衆の心情を把握するためには、彼らに運命開拓の道を正しく明らかにす
るべきであり、そうすることです。それは個人でも集団でも同じです。 
先ほど、マルクス主義は広範な人民大衆の中に浸透できなかったと申し上げましたが、
「物質は一次的で、意識は二次的である」ということを如何に語ったところで、圧迫され
搾取された人民大衆が自分の運命はどうなるかについての答えが直接に出てきません。そ
れで、広範な大衆はその思想を死活的なものとして受け入れない。しかし、主体思想では、
「革命と建設の主人は人民大衆であり、革命と建設を推進する力も人民大衆である」こと
を明らかにしています。言い換えれば、「自分の運命の主人は自分自身で、自分の運命を開
拓する力も自分自身にある」というのが主体思想の核、真髄です。つまり、主体思想はそ
の思想自体が「運命の主人になりなさい」ということ、「ハナニム」（神様）を信じなくて
も、自分自身が運命の開拓者である、「ハナニム」が自分の運命を開拓してくれるわけでは
ない、「自分自身が自らを信じ、自らの力で開拓していきなさい」ということを明らかにし
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てくれる思想です。このように、運命開拓を指針とする偉大な思想があるにもかかわらず、
なぜ虚構である神様を信じますか。信じなさいと言っても信じられるものではありません。
他国には宗教もあり、それを信じる人もいますが、我が国にはいません。我が国の人々は
宗教を信じません。 
 
（金正国氏の発言）他国の人々が信じている宗教、仏教でも、キリスト教でも、イスラム
教でもよいですが、自分たちが信じる存在を立てて、人々がそれに倣い、人間として高尚
な道徳を持った存在として生きるべきだと言います。我が国では政治思想教育だけでなく、
思想教養のすべての体系で、社会主義・共産主義的人間、自主的な人間となるために、人々
が道徳的な見地からどう生きるべきか、義務をどう執行すべきか、集団の中でどう生きる
べきかを教育しており、仏教を信じて、仏教的な教理による修養と同じように、現在我々
も主体思想教養事業が全ての面で施されています。我が国に教会があるのは、とくにロシ
ア正教ですが、ロシアの大使館の人々が礼拝に行く場合もあるし、祖国統一のために国際
交流を強化していますが、他国から来る人々は宗教を信じる人もいて、その人たちのため
にあるという側面もあります。私たちは彼らに自分たちの思想を強要しません。我々が思
想を強要したとしても、全ての人々が主体思想を信じるとは限りませんから、他国の人々
が来ると、統一的連帯を強化するためにはそのような施設が必要です。我が国の人々をそ
こに行かせて、信じさせようとする意図ではありません。宗教を奨励したりはしていませ
んが、反対したりもしません。 
総体的に言って、我が国では主体思想が誕生し、つまり首領様が主体思想を創始し、我
が国での特殊な環境で創始されたとはいえ、植民地下に置かれた国の人々にも多く啓蒙さ
れ、自らの運命は自らが開拓して、社会主義革命を急ぐ環境下で多大な力を与えることに
なりました。人々は宿命論的ではなく、何か努力して創造し、力を尽くす場合、もっと立
派なものを掲げることができるということで思想的に覚醒し、全ての人々が「全体は一人
のために、一人は全体のために」というスローガンの下で力を合わせ、我が人民が豊かに
なる国をともに作ろうとすることに主な重点を置きます。自分の幸せだけでなく、全ての
人々が立ち上がっています。現在は、全ての人々が同じように豊かになることは難しいで
すが、社会主義強盛国家の場合、社会主義革命をする国々で条件が難しくても、その良好
な理念において人民がもっとも豊かになるべきものであるということです。お金持ちが特
殊階級を占めたり、権力者が豊かになったりする国ではなく、人民が豊かになる社会を建
設することに全てを集中させ、現在は確かに辛いですが、全ての人々がみんなのために立
ち上がること、このように社会主義思想で武装させ、自分一人だけ良い暮らしになるため
ではなく、みんなが努力して明日のもっと良い楽園を建設するために立ち上がろうとして
いるのです。この側面での教育、教養です。 
全ての人々がその方向で努力すれば、必ず建設できます。主体思想は各個人、各集団に
自らの運命は自らが開拓すべきだとして、集中的に教育、教養して立ち上がらせる。思想
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を発動することにおいて他国と少し異なるのは、何かをする前に思想事業を常に優先する
ということです。これは、思想事業を先に行うことがもちろんお金になり豊かになるとい
う金銭的なことを強調するものではなく、これをすることが思想教養事業において如何に
重要なのかを前提にしているのですが、それによって本当に、現在我が国で世界を驚かせ
るような変革的な成果が見られる。それは単純に機械的な設備とか、現代的な設備ではな
くて、本当に全ての人々が発揚されて、荷物一つ持っていく人、その他各自が立ち上がっ
て創造するのです。他国が驚くのは、思想を発動させて人々の積極性を発動させ、創造性
を発揮させるということが現実に成果を上げているからです。特に、現在のように制裁も
あり、統一もなされていない難しい条件で、主体思想生活力が成果として現れています。 
従って、我々は自信を持ち、今後も思想を優先にして、社会主義建設を行って行くでし
ょう。このような角度から主体思想を考えてみて下さい。朝鮮はなぜ主体思想をするか、
主体思想はどう具現されているのか、主体思想の生活力はどう現れているのかという具合
にです。今回の朝鮮労働党第７次大会報告でも、我が元帥様が特に強調した部分は、我々
はもう政治思想強国、軍事強国の列に堂々を立っているということです。しかし、経済の
側面でまだ足りない部分があると直接に指摘なさいました。これからは、経済建設と人民
生活向上に全国が立ち上がろうとして、思想を発動させつつ、70 日闘争に続き、200 日闘
争が展開されています。 
 さて、そこで宗教の教理を見ると、単純に言えば、文字面から言うと、悪いところはあ
りません。例えば、善とか、誠実とか。しかし、宗教や思想がこの世界に登場した際には、
人々に宗教や思想を利用して、ある個人や組織が自らの思い通りにしようと企図した場合
が多いです。国ごとに自己の特殊性に見合う宗教を作って、それを人々に信じらせてから、
これを利用して、人々が他の考えをしないように、あるいは自分がすることが一番いいこ
とだと信じさせ、思いのままに利用する、そういう側面が多々ありました。教理上、悪く
ないものであればあるほど、否定しにくいものであればあるほど、そういう側面がある。 
このように、宗教は一つの思想、一つの世界観により、ある歴史の一時期、一定の社会
発展の中で、支配階級の手中に掌握され、利用されました。被支配階級の思想であるかど
うかに関係なく、一定の思想であるから、思想は何らかの利害関係を反映し、また人々が
その思想に従うかどうかは、自らの利害関係と連結されているかどうかを基準に決定され
ます。貧しい人々が宗教を信じたのも、生活上の利害関係からそれを信じました。そのよ
うな条件で、思想が人民大衆の心情をつかみ、人民大衆の中に浸透しました。思想は、人
民大衆の利害関係を反映すべきである。そして、直接に人民大衆に自らの運命を開拓でき
る道を教えるべきである。主体思想が巨大な生命力をもって広がっているのがそれです。
すなわち、人民大衆の利害関係を反映し、人民大衆に自らの運命を開拓できる道を教えて
いる。その点で言うと、マルクス主義は人民大衆がどうすれば豊かになるかということに
おいて、直接的に分かりにくいです。 
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６．マルクス主義における事物の対立や統一の側面から見ると、それは主体思想の場合に
弊害となる部分があるのではないのかについて 
マルクス主義には対立物の統一論がありますが、それはマルクス・レーニン主義が資本
主義社会の階級的矛盾と階級的闘争の原理を証明するために、対立物の統一と闘争の法則
を出しました。元来それはヘーゲルから出てきた理論です。ヘーゲルは、理念の法則とし
ての理解でしたが、マルクス主義はそれを唯物論的に改造して、資本主義社会の階級的矛
盾と階級的闘争法則を定立化させるために、対立物の統一と闘争の法則を編み出しました。
しかし、対立物の統一と闘争の法則が今日の視点ではそぐわないです。特に、社会主義社
会の現実を説明するには、対立物の統一と闘争の法則は意義がありません。主体思想では、
対立物の統一と闘争の法則については言及しません。全てが対立し、統一されている際、
社会主義社会は利害関係の共通性で一つに統一されていますが、互いに対立的なものがあ
るとする場合、社会主義社会の姿を説明できないからです。対立物の統一と闘争の法則を
もって、社会主義社会の現実、特に主体思想のある特徴を図ろうとするのは間違いです。 
主体思想を説明する際に、偉大な将軍様は、絶対にマルクス主義の枠組に合わせてはい
けないと仰いました。マルクス主義の枠組に合わせて解釈する偏向が過去に我が学会にお
いてもたくさん見られました。それゆえ、それで、「主体の唯物論」や「主体の弁証法」な
どとして、主体思想をマルクス主義の枠組に合わせて解釈ししようとしました。しかし、
これまでにも述べてきたように、主体思想は根本原理からして新しく、独創的な思想であ
りますので、マルクス・レーニン主義とは異なる自らの固有の原理で体系化され、完成さ
れた独創的な哲学です。従って、マルクス・レーニン主義の枠組に合わせて、主体思想を
説明するのは適合しようがありません。特に、現在我が統一問題を論じることにおいて、
各層、各段階の民衆を全て統一させるべきなのに、対立物の統一と闘争法則は如何なる意
義も持ちようがありません。社会主義社会の統一と団結が社会主義社会の基本になってい
るのに、対立物の統一と闘争法則をどう適応させるというのでしょうか。 
 
７．党創建事績館において、首領様が平壌市市民の歓迎式で「お金のある人はお金を出し、
能力がある人は能力を出し、知識のある人は知識を出し…」との演説を行ったと伺いまし
た。中国の毛沢東もまた、演説で同じことを言っています。これは、国際共産主義運動か
ら出てきた言葉なのかについて 
 マルクス主義にはそのような内容はなく、首領様が解放後、各層の広範な群衆を民主主
義統一戦線に立ち上がらせ、彼らを新たな祖国建設の助けとするために、そのスローガン
を出しました。資本家も知識人も労働者も関係なく、とにかく新たな祖国建設を志向する
人々はみんな団結しよう。団結して、自らの置かれた状況下で、自分の能力を新たな祖国
建設に捧げようという意味です。過去のように、革命の主力は労働階級であるとか、ある
いは労働階級と貧農であるとかいうこととは異なります。これは、我が革命の特性に見合
うよう、広範な階級と階層を革命の動力に見なす観点から出たものです。その意味で、我
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が党のバッヂは、労働者、農民、インテリを象徴する土、鎌、筆からなっています。革命
の動力を反帝反封建民主主義段階で広範な反帝民主主義力量を革命の動力に規定した首領
様の独創的な思想が具現されたスローガンだと見ることができます。毛沢東もそういう内
容を言ったのかどうかはよく分からないですが……。 
  
（金正国氏の発言）ご存じのように、中国では最近、10 年くらい前から「三個代表思想」
が出てきました。これについて、我々も多くの関心を持ちました。中国では改革開放後、
個人企業も知的文化人もたくさん輩出してきました。以前は金持ちを我々は民族資本家と
言いましたが、彼らも革命の動力にするか、闘争の対象にするか、そういう問題が数多く
提起されました。「三個代表思想」では、先進文化を代表する存在を作り、個人企業者も中
国の特色ある社会主義建設に貢献する対象として、再び抱きこみました。 
 
首領様が先ほどの演説で仰ったことのうち重要なのは、「知識ある人は知識を出し」とい
うところの知識ある人、すなわちインテリです。古い社会におけるインテリたちをどう処
理するかという問題で、従来のマルクス主義では、固陋のインテリたちは利用してから切
り棄てましたが、首領様は一時的な利用ではなく、革命の動力として共産主義まで連れて
行く立場を明確にしました。我が国では、解放後も古い封建社会でのインテリたちが動揺
するということはないです。従って、社会主義建設段階から今日に至るまで、一貫して労
働者と農民とともに堂々たる革命の主人として生きています。 
